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化 成 品
Chemical Products

最先端の樹脂系商品から接着剤系商品まで、
化成品のパイオニアとして、またアイカの事業
多角化の母体として多くの技術を蓄積しています。

■ 化学合成技術

メラミン化粧板を主軸に、多彩な色・柄・質感、
さらに新しい機能の付加で多様化・個性化する
ニーズに対応。業界シェアNo.1を誇ります。

建 装 材
Laminated Sheets

自然と化学が調和した幅広い商品展開で、新しい
快適空間を提案。住宅から商業・医療・福祉の空間まで、
付加価値の高い建築部材の開発に取り組んでいます。

住器建材
Housing Fixtures and Materials

長年培ってきた積層技術と化学合成技術を
生かして、高精度のプリント配線板を製造。
高度情報化社会の発展に貢献しています。

電子製品
Electronics

■ 化学合成技術
■ 化粧板加工技術
■ 積層技術

■ 化学合成技術
■ 化粧板加工技術
■ 木材加工技術

■化学合成技術
■エレクトロニクス
　技術
■積層技術

ア
イ
カ
グ
ル
ー
プ
の
展
開
す
る
4
つ
の
事
業

人や環境にやさしい製品づくりを、
これからも、ずっと。

●「環境配慮型商品」の売上占有率
（2011年度）

90.4%

アイカグループの事業紹介
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商品名 選定理由

セルサス（メラミン化粧板）

アイカフレアテクト

ノンスチポリ

森林認証メラミン化粧板

汚れが目立ちにくい

不燃材の軽量化

環境負荷物質を削減

持続可能な資源の採用

主な環境配慮型商品

商品名 選定理由

イースタンオークカウンター

セラール

セラールonタイル工法

UDコンフォートシリーズ

主な環境配慮型商品

エコエコボンド、スーパーエコエコボンド

ジョリパットアルファ

ノンスチFRP

ジョリパットフレッシュクール、
ジョリエース遮熱タイプ

環境負荷物質を削減

耐汚染性機能向上

環境負荷物質を削減

遮熱、省エネ

主な環境配慮型商品

環境配慮型商品の進化
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　環境配慮型商品の販売では、厚生労働省指定の
VOC13物質を使用しない商品の拡販等を進めた
結果、売上占有率が90.4％となり、売上占有率9割
を超えるレベルを維持しています。

環境配慮型商品の売上占有率の推移

2002

37.7

54.7

89.8

2009

90.2

2010

90.188.484.280.5

64.5

商品名 選定理由

植林再生木（ゴムの木）を利用

ロングライフ

高齢者など、人の動きに配慮

廃棄物削減
（処理・処分が不要または削減）

商品名 選定理由

鉛フリー基板

ハロゲンフリー基板

主な環境配慮型商品

環境負荷物質（重金属）を削減

環境負荷物質（ハロゲン）を削減
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企業の社会的責任を重視し「環境経営」を実践することで、
 「真にお客様に選ばれる企業集団－グッドカンパニー」

企業理念

中期経営計画の目標、
4つの重点方針

Q・E・Oマネジメントシステム
3つの理念

事業理念

快適、やすらぎ、環境、健康、安全
など人と地球にやさしい商品を提
供します。

アイカグループ中期経営計画
アイカグループでは、企業理念、事業理念のもと、
２０１０年４月から三ヵ年における
中期経営計画を策定し、
重点項目を進めてステークホルダーから
絶大な信頼を得られるよう取り組んでいます。

2011年度の振り返り

　2011年度はアイカ工業にとって75周年の節目の年であり、アイ
カグループの次の成長に向けて様々な布石を打った年でした。一方、
日本経済は東日本大震災とそれに続く原子力発電所事故の影響を大
きく受け、社会全体で電力のあり方が大きく問われた年でもありま
した。そのような中、当グループは、自治体や電力会社の要請に対応
してグループを挙げて節電に取り組んだことはもちろん、商品の開
発や販売においては、主に「改修」分野で復興ニーズに対応した商品
の供給体制を強化するなど、事業を通じて復興に貢献すべく取り組
んでまいりました。

　また、当グループを取り巻く経営環境は、住宅市場においては新設
住宅着工戸数が依然として低水準ながらも対前年で増加基調にあ
り、非住宅市場では医療・福祉施設を中心に堅調に推移いたしまし
た。このような状況のなか、当グループは、災害リスクの分散、コスト
低減に向けた生産拠点の最適化、顧客に密着した営業活動の強化、海
外拠点拡大による海外市場への取り組み強化、市場ニ－ズにマッチ
した新商品開発に鋭意取り組みました。この結果、2011年度は前年
度に対し増収・増益を達成するとともに、連結経常利益とＲＯＥにつ
いては、中期経営計画で掲げた2012年度の目標を1年前倒しで達成
することができました。  

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶東北地方復興支援アイカプログラム（Ｐ7）

新規事業、海外への進出強化とＣＳＲ活動

　当グループの基本戦略は、国内建築市場におけるポジションを一層
確かなものにしてゆくと同時に、次の成長に向けて、高い技術レベル
をベースとした建築分野以外での新規事業の育成と、海外市場への取
り組み強化を推進することであります。
　新規事業については、2012年4月1日付にて「機能材料事業部」を新
たに設け、既存カンパニーの枠組みを超えた技術営業組織として、太
陽電池関連材料・自動車材料・電子材料・シリコーン材料・有機微粒子
等の非建築分野への積極的な展開を図ります。
　また、海外市場については、発展著しいアジア諸国にターゲットを
絞り、更なる事業拠点の設置と製造・販売商品の拡大を図ってまいり
ます。その一環として、2011年10月にはインドにおいて化粧板事業
を買収し、中国・東南アジア・インドというアジア全域で事業展開がで
きる体制を整えました。このような営業戦略の推進とともに、現地に
おいてCSR活動の推進にも積極的に取り組んでまいります。
▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ クローズアップAICA（Ｐ5～6）

トップメッセージ
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を目指します。

私たちはお客様に満足していただ
ける品質を提供します

Q：品 質 理 念
私たちは環境の保全と地域との調和
を図り環境に優しい商品を提供します

E：環 境 理 念
私たちは労働安全衛生活動を推進し
健康で安全な快適職場を実現します

O：労働安全衛生理念

われわれは、共生の理念のもと、
たえざる革新により新しい価値を
創造し、社会に貢献してまいります。

われわれは、共生の理念のもと、
たえざる革新により新しい価値を
創造し、社会に貢献してまいります。

1,000億円連結売上高

連結経常利益

8.5％以上ROE

115億円

●健康と地球環境に配慮した商品の提供強化

●既存事業のシェアアップと収益体質の強化

●海外および育成事業への資源投入による
　成長分野の確立

●ＣＳＲ経営の推進と次の飛躍に向けた

　経営インフラの構築

連結経常利益とＲＯＥにつきましては

2012年3月期に前倒し達成しました。

最終年度である2013年3月期の目標を

右記とし、さらなる飛躍にまい進します。

951億円連結売上高

108億円連結経常利益

8.2％ROE

２０１２年３月期業績結果

２０１3年３月期業績目標

代表取締役社長

　このような事業を展開するに当たっては、『「地球環境の保全」と「地域
との調和」を図り、環境にやさしい商品を提供していきます』という事業
理念を掲げ、グループを挙げて「環境配慮型商品」の開発、製造、販売を推
進するとともに、更に積極的に人や地球環境に貢献する「グリーンアシ
スト商品」への挑戦を行っています。

　その運営においては、コンプライアンス（法令遵守）とＣＳＲ（企業の
社会的責任）を重点方針としています。当グループの特長である品質・環
境・労働安全衛生の活動を三位一体で運営するマネジメントシステムに
より経営品質の向上と環境経営を推進し、｢真にお客様に選ばれる企業
集団―グッドカンパニー｣を目指します。
 

品質・環境・労働安全衛生による三位一体活動と環境経営

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ 環境配慮型商品開発（Ｐ32～34）

アイカ経営方針

950億円連結売上高

106億円連結経常利益

8.1％以上ROE

２０１2年３月期業績目標

（第３四半期修正値）
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つの中核主題7
海外生産拠点 ＣＳＲ活動
クローズアップ　AICA特 

集
特 

集
　国内のアイカグループ企業は「環境経営」を中心に、ＣＳＲ活動（企業の社会的責任）を実行してきました。
本「社会環境報告書」では、ＣＳＲという言葉を使っていませんが、その活動内容を盛り込んで報告してきました。
　一方、2010年11月に「組織の社会的責任」についての国際規格ＩＳＯ２６０００が正式発行され、国内外を問わず、
「社会的責任」の活動状況を多くのステークホルダーに発信することが求められるようになってきました。
　本コーナー「クローズアップ　AICA」では、海外生産拠点における取り組み事例を、組織統治等の「７つの中核主題」ごとに
ご紹介します。

インド環境4

コーポレート・ガバナンス体制等（P12～P13）に準拠し、
組織の統治が有効に機能しているか確認を行っています。

組織統治1 インドネシア 中国

人権

2
中国

インドネシア 中国

廃棄物の削減プログラムを環境保全・処理費用の削減のため実施しています。
●各工程におけるメンテナンス時の洗浄用水、溶剤量の削減
●メンテナンス、清掃時のウエス使用量の削減

●200Lドラムを使用後は排水コンテナとして利用するなど、
　梱包材料の再利用を推進中。

アイカインドネシア社 廃棄物
リサイクル

2006年2月にISO14001を認証取得し、その後維持審査を受審して産業廃棄物の削減に加え
エネルギー使用削減による温室効果ガス削減を進めています。
●塗料の塗着率向上による廃棄樹脂の削減
●エアコンルームの設定温度変更による電力使用量の削減

●主要原材料である合板のリサイクルシステムによる
　廃棄合板の削減

テクノウッド社
廃棄物削減
電力使用量削減

中国における環境基準も厳しく管理されており、月に一度環境局による現場検証も実施している
状況です。騒音規制（昼60dB　夜50dB以下）やホルムアルデヒド（190mg/m3）及びメタノール
（25mg/m3）等の廃棄ガス規制が実施されており、厳格に遵守するよう活動しています。

瀋陽愛克浩博化工
有限公司

環境管理

売上当たりの温室効果ガス排出量を1割下げる目標を掲げて、以下の活動に取り組んでいます。
●計画生産を改善し、キロあたりの電力使用量を削減する。　  ●設備撹拌時間を見直し、電力使用量を削減する。

昆山愛克樹脂
有限公司

温室効果ガス
排出量削減

アイカ・
ラミネーツ・
インディア社

廃棄物
リサイクル

●金属類：ドラム缶などの金属類を
　社外リサイクル。

●中間製品（紙ベース）：各種敷板として社外でリサイクル使用。
●破棄製品：国内市場に別グレードとして販売し、利用。
●樹脂濃縮水、下水：社内の廃水処理場にて凝集沈殿処理し、
　構内散水用に使用している。（毎月コンサルタントを経由して、水質検査実施継続中）

廃棄物の多くはリサイクルしており、月約40トンになります。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

中　

国

イ
ン
ド

3 　インドネシア　2社では
安全パトロールを毎月実
施し、職場の安全環境の
改善を行っています。イン
ドの工場でも安全パトロー
ルを随時実施しています。

● インド アイカ・ラミネーツ・インディア社「パトロール結果のミーティング」

インドネシア インド労働慣行
　中国　昆山愛克樹脂有限公司では2009年、中共 州
市委昆山経済開発区工作により、「労働紛争がなく、労資
関係が調和している」と評価されました。昆山開発区企
業120社のうち、授与された比率は２５％とのことです。

インド
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特 

集

アイカグループのＣＳＲ活動はまだ途上的な段階ですので、今後「７つの中核主題」を網羅した活動を実行していきます。

アイカインドネシア社 テクノウッド社

●工業団地文化交流会の様子

●文化の祭、ジャカルタ新聞記事
2011年11月21日掲載

を実施しました。文化交流会では日本文化の紹介を
兼ねて当社従業員により神輿を作成し、地元住民と共に神輿を担ぎ
コミュニケーションを深めました。

●地元小学校への学用品、教科書の配布。
●地元小学校での絵画コンテストの実施。
●地元住民及び従業員との文化交流会を開催。

1

2

3

コミュニティへの参画、及びコミュニティの発展7
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

中　

国

イ
ン
ド

公正な
事業慣行5

『アイカグループ社員の行動指針』
資料（P13）を用いて教育を実施して
います。

消費者課題6
インドネシア 中 国

インドネシア2社、中国2社、インド1社とも品質ＩＳＯ９００１を独自に取得し、品質活動
を行っています。また、環境マークなどの認定をそれぞれで取得しています。

昆山愛克樹脂有限公司
地域のスポーツ大会へ参加。（2011年上海市政
府体育局主催のマラソン大会に社員3名参加）

瀋陽愛克浩博化工有限公司
地域におけるスポーツ促進として、バスケット
コート及び卓球設備を提供しています。

年一度の恒例の行事とし
て、2011年4月に工場周
辺の住民（自治会代表者
へ）に対し清掃道具（草
刈り機 １台、枝きり挟み 
２台）を贈呈しました。

当社は、インドタイセイ工業団地内にあります。その
中の日系企業連絡会を通じて、さまざまな社会貢献
活動を行っております。2011年度については、

アイカ・ラミネーツ・
インディア社
北インド空手チャンピオンシッ
プ（中学生以下）へ記念品等を
寄贈の上、表彰式に出席し、テー
プカット、知的障がい者への記
念品贈呈等を行いました。

GREEN GUARD 認定取得 
（2011年8月）

アイカインドネシア社 昆山愛克樹脂有限公司
中国環境標示産品の認証を取得
（2005年11月）

ジョリパット 

対 象 品

テクノウッド社

不燃化粧板セラール、
メラミン化粧板対 象 品

化粧合板

対 象 品

FSC - CoC認証を取得
（2010年9月）

インドインドネシア 中国

インドネシア 中 国

インドインドネシア 中国

A

●空手大会への記念品寄贈

瀋陽愛克浩博化工有限公司

昆山愛克樹脂有限公司

中 国
A

B

インド

アイカ・ラミネーツ・インディア社

E

インドネシア

アイカインドネシア社

テクノウッド社

D C D

C E

B
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BCP策定
　これまでは、初期対応を定めた「地震防災規程」を中心
に、防災という観点で取り組みを行ってきました。しかし東
日本大震災を受けて、事業をいかに継続していくかとい
う観点で対応策を検討するため、社内にプロジェクトを立
ち上げました。現在、各事業ごとにBCP（事業継続計画）の
有効性を確認するための訓練を計画する段階になりまし
た。訓練の結果をもとにBCPをレビューして有効性の高
いものとしていきます。

　アイカ工業では環境報告書を１９９９年から制作してきま
したが、「社会環境報告書２０１１」が「環境コミュニケーショ
ン大賞」の奨励賞を受賞いたしました。
　「環境コミュニケーション大賞」とは、優れた環境報告書
等を表彰することにより、事業者等の環境コミュニケーショ
ンへの取り組みを促進するとともに、その質の向上を図る
ことを目的とする、環境省と財団法人地球・人間環境フォー
ラムが主催する表彰制度です。
　講評では、海外での取り組み報告を期待されていますの
で、今後海外の活動をピックアップして充実した報告書に
していきます。

　東日本大震災の発生により、事業を取り巻く環境は大き
く変わりました。放射能汚染問題への対応、電力の安定供
給の問題による節電対応、危機管理の問題と対応すべき
課題が数多くあがってきました。

東北地方復興支援　アイカプログラム
　アイカグループでは、まず自社商品を通じて被災地の再
建に貢献するよう、「東北地方復興支援　アイカプログラ
ム」を4月1日より開始しました。これは期間中に出荷され
た商品（メラミン化粧板、セラール、ジョリパット）の数量を
ポイントに換算し、1ポイントにつき1円を当社が「震災復
興支援金」として寄付するものです。
　アイカプログラム実施の期間（平成23年4月～9月）に
集計されたポイントは２，７２８，３６５ポイントに達しました。
　このポイント総数に２７１，６３５ポイント分を追加し、総額
３００万円を福島県鏡石町へ震災復興支援金として寄付さ
せていただきました。

● 第１５回環境コミュニケーション大賞 奨励賞受賞

● 東日本大震災への対応

●表彰式写真●賞状

2011年度トピックス

「第15回環境コミュニケーション大賞」受賞作品の決定について
http://www.gef.or.jp/eco-com/15th_ecom_result.htm

WEB

受賞作品講評
　人や環境にやさしい製品づくりに取り組み、自社製品
においては9割を超す商品が「環境配慮型製品」となり、
本業における環境経営の高さがうかがえる。商品開発
の際にライフサイクルアセスメントを活用し、生産から
廃棄までの全般で環境に配慮した製品の提供に努めて
いる。専門的な記述には注釈を付すなど一般読者でも
理解を容易にさせる工夫が見られる。今後は海外の事
業所における取り組みについても範囲に含めるなど、
グループ全体での開示に期待したい。特に、海外では
ISO26000が大いに活用されているので、自社の取り
組みにも組み込むことが重要であろう。売上高1,000億
円未満の企業からの環境報告は、超大企業にくらべ多く
はないが、遜色なくがんばっている報告書である。

● BCP計画書冊子 ●プログラムの
終了案内
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ＱＣサークルの社外発表 
（全日本選抜ＱＣサークル大会「銀賞」受賞） 
　一昨年度からＱＣサークル活動の本流である「一般財
団法人日本科学技術連盟」の東海支部愛知地区発表会に、
アイカグループとして７つのサークルが発表を行い、他業
種との交流を深めています。
ＥＳサークルは、全日本選抜ＱＣ
サークル大会で「サークル運営
事例」の成果を発表しました。全
国から選抜された優れた発表の
中から、銀賞を受賞することが
できました。アイカグループの
サークル活動が全国に通用する
ことが証明され、今後の活動に
も弾みがついてくると期待され
ます。

オールアイカＣ＆Ｃ大会開催　
　アイカ工業では小集団活動として、１９７０年ごろからＣ＆
Ｃサークル活動を推進しています。Ｃ＆Ｃとは、チャレンジ
＆クリエーションの略で「挑戦と創造の精神」というスロー
ガンのもと、小集団活動を推進し、品質・環境・安全を含め
た、職場を活性化する活動です。
　今年で第３８回を数えます、Ｃ＆Ｃ大会を6月に開催。
成果を挙げた５つのサークルが発表し、その内容につい
て審査員が聴講者の参考になるような講評をすると共に
「金賞、銀賞、銅賞」の表彰を行いました。

● 小集団活動の活性化

●QCサークル本部長賞　
銀賞受賞賞状

　日本経済新聞社主催の第１５回「企業の環境経営度調
査」で、製造業４４９社（標本数は１，７４４社）中５０位にラン
キングされました。当社の所属業種である化学部門では
７６社中３位のランクになっています。この評価は当社の
環境保全活動がどのレベルにあるかを知る重要な指標
の一つであります。

　今回調査では、「温暖化対策」の項で東日本大震災（原
発事故を含む）の影響によるCO2増減量や、海外グルー
プ会社の活動状況を問う設問が新規に追加されました。
これらの質問項目にも十分対応できるよう、さらに強固
な環境経営をめざします。

● 第１５回「企業の環境経営度調査」で５０位にランク

環境経営度調査年度別ランキング

（年度）2009 201120102008200720062005
121

101

81

61

41

21

1

89位

90位

65位

104位

62位 61位
50位

アイカ工業のスコアと所属業種（化学）との比較
環境経営推進体制

温暖化対策

製品対策 資源循環

汚染対策・
生物多様性対応

100

40
20
00

80
60
80
60

所属業種（化学）平均
アイカ工業

●第38回オールアイカ
　Ｃ＆Ｃ大会プログラム

AICA Group Report 2012
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　アイカグループにとって環境経営は経営の根幹を成す

ものとなっています。

　まず、１９９８年に環境理念を制定しました。この理念の

もと、環境ＩＳＯ１４００１を認証取得し、環境負荷の低減と企

業発展の両立を目指す環境経営に積極的に取り組んでい

ます。

　アイカグループの環境経営とは、生産・管理・研究開発・

販売の各部門において、品質・環境・労働安全衛生のマネ

ジメントシステムを三位一体で展開することにより、各部

門が総合的なバランスのとれた経営システムとしてスパ

イラルアップを目指すものです。

● アイカグループの環境経営

用語解説 ： Qは品質（Quarity）、Eは環境（Environment）、Oは労働安全衛生（Occupational Health and Safty）を意味します。

ステークホルダー

コンプライアンス

住器建材

電子製品

建装材

化成品

環境経営

ＯＨＳＡＳ１８００１
労働安全衛生

Occupational 
Health and Safty

O

ISO 14001
環　境

Environment
E

ISO 9001
品　質

Quarity
Q

▶アイカグループの環境経営

Q・E・Oマネジメントシステム
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● 品質、環境、労働安全衛生マネジメントシステム
アイカグループは品質をＩＳＯ９００１、環境をＩＳＯ１４００１、

労働安全衛生をＯＨＳＡＳ１８００1の管理システムを認証取得

することによって、これら３つのマネジメントシステムを三

位一体で運用することにより、各社が共通の目的・目標を

持ってグループの諸課題の改善に向けた活動を実施して

います。この取り組み意識向上のため、「QEO方針カード」

を国内関係会社及び構内で働く全ての人に配布していま

す。

●品質、環境、労働安全衛生理念

●品質、環境、労働安全衛生方針

▶品質・環境・労働安全衛生マネジメントシステムの取得状況

事業所、会社名 ISO9001
品質

ISO14001
環境

OHSAS18001
労働安全衛生

管理部門 本社、東京本社 ○ ○ ○
生産部門 本社工場、甚目寺工場、福島工場、広島工場、茨城工場 ○ ○ ○

研究開発部門 R&Dセンター（甚目寺）、R&Dセンター（福島）、丹波研究所、茨城研究室 ○ ○ ○

販売部門
札幌支店、仙台支店、盛岡支店、福島駐在、東京支店、埼玉支店、横浜支店、千葉支店、
北関東支店、宇都宮営業所、新潟営業所、松本駐在、名古屋支店、静岡支店、金沢支店、
大阪支店、神戸支店、京都営業所、広島支店、岡山営業所、四国支店、福岡支店、鹿児島営業所

○ ○ ○

国内関係会社 アイカインテリア工業㈱、アイカハリマ工業㈱、アイカ電子㈱、ガンツ化成㈱、
アイカエレテック㈱、㈱アイホー ○ ○ ○

海外関係会社 アイカインドネシア社、テクノウッド社、昆山愛克樹脂有限公司、
瀋陽愛克浩博化工有限公司 ○ ○ －

●ISO審査報告会●QEO方針カード●瀋陽愛克浩博化工有限公司
　環境ISO　認定書

○ ： 認証または適合証明を取得済み
瀋陽愛克浩博化工有限公司は２０１０年１２月に環境ISOを再取得しました。

AICA Group Report 2012
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アイカグループの環境経営に関して審議し決定する重
要な会議が、品質保証部担当／環境安全部長を議長とす
るアイカグループＱＥＯ会議です。
アイカグループの品質目標、環境目標、労働安全衛生目標

の決定、実施の推進、その進捗状況の確認等を行っています。

2011年度は2011年10月と2012年3月に開催し、
社長を筆頭に海外を含めたグループ会社を招集し、2011
年度の活動実績を確認及び今後の活動について討議しま
した。

● アイカグループＱＥＯ推進体制

Q・E・Oマネジメントシステム

推進体制

国内グループ
会社責任者

海外グループ
会社責任者

アイカ工業
QEOプロジェクト

アイカグループ
QEO代表者会議

住器建材C
部門委員

化成品C
部門委員

建装材C
部門委員

販売部門
委員

R&D部門
委員

管理部門
委員

電子C
部門委員

● 品質・環境・OHS※ニュース
アイカグループの品質、環境保全、労働安全衛生に関

する活動状況や関係法令が改正された場合、その周知を
図るため「品質・環境・ＯＨＳニュース」を発行しています。
2011年度は17件発行しました。

（第178号～第194号）

用語解説
※OHS ： Occupational Health and Safetyの略。労働安全衛生のこと。

● 品質・環境・労働安全衛生　教育
Ｑ・Ｅ・Ｏマネジメントを推進する上で教育は非常に重要

です。そのベースとなる品質や環境の基礎と知識となる
資格の取得を２００９年度から注力しています。
品質管理の手法となるＱＣ手法を理解する「QC検定」や

地球環境の状況を理解し、現在の取り組み例を学ぶ「ｅｃｏ
検定」の資格を積極的に取得しました。

資格 合格者数 内訳
QC検定　1級 1名 アイカ工業 1名

QC検定　2級 35名 アイカ工業 32名
アイカインテリア工業 3名

QC検定　3級 147名

アイカ工業 96名
アイカインテリア工業 11名
アイカハリマ工業 6名
アイカ電子 28名
アイカエレテック 5名
アイホー 1名

QC検定　4級 43名
アイカ工業 4名
アイカハリマ工業 36名
アイカエレテック 3名

eco検定 131名

アイカ工業 88名
アイカインテリア工業 2名
アイカハリマ工業 7名
アイカ電子 21名
ガンツ化成 4名
アイホー 3名
アイカエレテック 6名

▶「QC検定」「eco検定」合格者 （2012年5月現在）

第194号：
25th企業の
森づくり活動

第198号：
全日本選抜大会
銀賞

▶品質・環境・OHSニュース

第192号：
昆山愛克樹脂で
ＱＣ研修会

第181号：
ISO証明書
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● コーポレート・ガバナンス体制

● 内部統制委員会

当社は、コーポレート・ガバナンスを経営の最重要課題
のひとつと認識しており、株主総会、取締役会、監査役会、
会計監査人などの法律上の機能に加え、様々な内部統制
の仕組みを整備するとともに、すべてのステークホルダー
の方々にタイムリーな情報提供を行うことで透明性の高
い経営を目指しています。
当社は、監査役制度を採用しており、社外監査役３名を

含む５名の監査役が取締役の職務執行ならびに当社およ
び国内外子会社の業務や財務状況について監査を実施し
ています。さらに内部監査部門である法務監査室が、順

法のみならず管理や業務手続の妥当性まで含め、継続的
な実地監査を実施しています。
当社の取締役会は、法令で定められた事項のほか、経営

方針や事業計画、投資計画など経営に関わる重要事項を
意思決定する機関と位置づけており、原則として毎月１回
開催しています。また、執行役員会や経営会議等の会議
体を設け、個別事項の審議の充実を図るとともに、取締役
会の決定した方針に基づく業務執行に対する監督、指導、
助言に努めています。

2008年4月から、金融商品取引法財務報告に係る内
部統制評価報告制度に適切に対応するため、「内部統制委
員会」を設置しています。主要な４つの統制プロセスの主

管統制委員が維持管理と自己点検を行い、別途法務監査
室による内部監査評価とあわせて財務報告の信頼性の維
持・向上を図っています。

コーポレート・ガバナンス体制

代表取締役

（2012年6月25日現在）

株　

主　

総　

会

選任・解任

報告

会計監査

監査
報告

報告

報告

連携

内部統制
監査

選任・解任 選任・解任

選任・解任

会　計　監　査　人

取締役会
（取締役8名）

執行役員会

経営会議

監査役会
監査役5名、

うち社外監査役3名（ )
内部統制
委員会

企業倫理
委員会

法務監査室
内部統制を
含む内部監査（ )

助言

社外
弁護士

報告

コーポレート・ガバナンス

AICA Group Report 2012
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法令を順守しつつ企業活動を行うことは企業が存続・発
展をしていく上で基本となるものです。企業倫理委員会
は、コンプライアンス徹底のため、必要施策の企画・立案、
及び同施策の推進を目的として2002年11月に設置され
ました。

また、コンプライアンスの観点から問題が生じた場合、
これを早期に発見して芽の小さいうちに摘み取るため、
社員から「企業倫理委員会への窓」への電話もしくは電子
メールによる通報を受け付けています。

● 企業倫理委員会

コーポレート・ガバナンス

● 行動指針 ● コンプライアンス

● 外部の評価制度
　 （SRIファンド評価用アンケートの活用）

法令を順守し、全社をあげて社会的良識に従った健全な
企業活動を推進するため、「アイカグループ社員の行動指
針」を策定し、アイカ工業はもとより国内グループの全社
員に行動指針カードを配布しています。

当社では、社員のコンプライアンス意識の向上のため、
年に一回「アイカグループ社員の行動指針」に基づいた資
料を活用し職場単位の研修を行っています。この研修では、
「行動指針」の位置づけ、コンプライアンスの意味と必要
性について意識付けを徹底します。
さらに、法務監査室が営業店所、工場、グループ各社を

巡回しコンプライアンス研修を実施し、併せてコンプライ
アンスの重要性を指導しています。ここで発見された課
題は全社的な改善活動へ展開されます。

これまでの環境保全活動等についての外部機関からの
アンケートへの対応に加え、（株）日本総合研究所主催で
企業の社会的責任も重視した「わが国企業のＣＳＲ経営の
動向調査」へも回答し、得られる評価結果を活かすことによ
り、当社の取り組みが不十分な項目の把握、改善に努めて
います。
　2011年度調査の結果、2010年度に引き続き当社は

「社会的責任経営の取り組みの進んだ企業」として選定さ
れ、金融機関等への情報提供が行われました。

1 会社との関係における行動指針
（1）明るい職場づくり
（2）会社資産の取扱い
（3）アイカグループへの責任・誇り

2 企業活動における行動指針
（1）事業理念の実現
（2）自己能力の啓発と未来志向（挑戦と創造） 
（3）オープンで公平・公正な競争と取引
（4）チームワークの尊重
（5）ローカルかつグローバルな行動指向
（6）良識を持った品格のある行動

3 社会との調和における行動指針
（1）健全かつ透明な関係の維持
（2）積極的な社会参加

4 私的行為における行動指針
（1）誠実・堅実・健全な家庭生活
（2）節度ある生活姿勢、違法・反社会的
　  行動の厳禁

●アイカグループの
　行動指針カード

企業倫理委員会および内部通報制度

［役割］ （1）アイカグループでのコンプライアンス（法令順守）必要施策の企画／立案、推進
 （2）「企業倫理委員会への窓」に内部通報があった事案およびグループ会社単体で解決できない事案の調査、確認、是正処置
 （3）コンプライアンスの観点から問題が生じた場合の懲戒適用に関する検討、起案

社　員

企
業
倫
理
委
員
会
へ
の
窓

環境安全部長　兼
品質保証部　担当

関係会社７社社長（オブザーバー)顧問弁護士（オブザーバー)

新規事業室長　兼
法務監査室長　兼　広報・IR室長

社　長

総合企画部長

企業倫理委員会

事務局（総務人事部）

（2012年4月組織）
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大規模な地震が発生した場合の対策などを「地震防災規
程」として平成16年7月に策定し、平成２4年7月に改訂を
行っています。
この規程の内容は、①従業員や家族の安全確保、②構内

作業者や来客者の安全確保、③地域の安全確保、④二次災
害の防止と軽減、⑤事業の早期復旧、⑥地域への救援活動、
⑦関係会社の復旧支援、⑧取引先企業の復旧支援であり、具
体的な実施事項も明確化しています。
また、集中豪雨・台風等(風水害という)の自然災害に対して、

発生予報の段階から風水害が発生した場合のとるべき対策を
明確にした「風水害防災規程」を制定しています。地震防災規
程と同様な目的を設定し、中央対策本部、中央対策本部長、同
副本部長及び地区隊、地区隊長の任務を定めています。
2011年3月に発生した東日本大震災では、従業員の安

全把握にはじまり、原材料供給元やお客様に関わるサプライ
チェーン上の情報収集に多くの労力を要しましたが、社長指
示のもと上記の規程をベースに、社員全員が震災や原発事
故及びその後の節電対応に当たることができました。2011
年度は事業継続計画（BCP、BCM※）の検討を行い、2012年
度にはその訓練を実施することにより、実現性を高め、有事
に備えてまいります。

経営リスク管理
当社は、当社およびアイカグループが経営上の危機に直

面したときの対応として、「危機管理規程」を定め、①従業員
およびその家族の安全確保、②社会的・経済的な影響の軽
減、③顧客への製品供給責任の遂行、④地域への支援を
基本方針として冷静かつ整然と行動することとしています。
１１件挙げ、以下の規程を下位に定めて対応することとして
います。

● 地震防災体制

● 製品安全管理
製品事故の再発防止を図ることを主旨として「消費生

活用製品安全法」の一部を改正する法律が平成19年5月
14日から施行され、製品事故に関する報告・公表制度およ
び危害の発生及び拡大を防止するための措置が整備され
ました。また、平成２１年５月に消費者庁が発足し、消費者
安全に対する注目が高まっています。
アイカグループでは、「製品安全管理規定」を定め、消費

者重視の基本に従い、事故が発生した場合の製品苦情に対
し、迅速かつ適切な対応、情報の開示を原則とすることを
明確にしました。また被害が発生した場合も、速やかに関
係官公庁へ報告し、再発防止を行うことも定めています。
これらの取組みは「製品の安全に関する自主行動指針」と
して、アイカホームページに掲載しています。
また、製品の設計時から安全を念頭に置いた開発を行う

とともに、各事業を取扱うカンパニーとは独立した品質保
証部門が、販売前の製品を多角的にチェックしています。
このように安全・安心な商品を提供すべく、グループを

挙げて取り組んでいます。

● 新型インフルエンザ対策
　2009年6月に新型インフルエンザA型が「世界的大流行」
（WHO発表）のフェーズ6となり、当社では新型インフル
エンザ対策に関する行動計画の実践を迎えました。
　策定しておりました行動計画の観点から、ガイドラインに
よる通達を適時発信する事により事業活動の縮小・停止など
大きな影響を受けることなく機能いたしました。また、行動
計画の従業員への教育、衛生面での指導も行っています。

●「地震防災規程」（地震災害時の対応について）　
●「風水害防災規程」（風水害時の対応について）
●「製品安全管理規定」（事故が発生した製品苦情の対応について）
●「ＭＳ緊急対応規定」（工場火災、環境問題発生時の対応について）
●「情報管理規程」（機密情報漏洩時の対応について）　
●「新型インフルエンザ対策に関する行動計画」
　（新型インフルエンザ発生時の対応について）

●「会社の支配に関する基本方針及び当社株式の大規模買付
　行為への対応策」（当社株式の第三者による買占め時の対応について）

用語解説
※BCP、BCM ： 事業継続計画/
経営の略で、企業が自然災害など
の緊急事態に遭遇した場合、事業
資産の損害を最小限にとどめつつ、
中核となる事業の継続あるいは早
期復旧を可能とするために、平常
時に行うべき活動や緊急時に行う
べき活動や緊急時における事業継
続のための方法、手段などを取り決
めておく計画のこと、また、これらを
マネジメントすること。

●地震防災カード

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶  参照 ： トピックス（Ｐ7）

● 生産分散
地震や火災等の大きな災害が発生し、生産活動が不可能

になった場合、どう対応するかは、事業活動を継続して行う上
で大きな課題です。
アイカグループでは海外も含めた複数の生産工場で主力

製品の生産を行い、継続供給できる体制を整えています。
▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶  参照 ： 会社概要（Ｐ37）

● 情報セキュリティー
当社は、社内規定を順守し、適正な情報管理・活用を推進す

る方針のもと、情報セキュリティーの強化に取り組んでいます。
「情報管理規程」　「個人情報管理規程」など5つの情報関連
規程類を運用することにより、その順守に努めております。

実
施
事
例

・ ログイン認証を社員ＩＤカード認証方式へ変更し、セキュリティー強化を
図りました。また、社内システムへのログインパスワードも定期的に更
新する仕組みへセキュリティー強化しました。
・ 外部ネットワークのセキュリティーレベルについて第二者（利害関係者、セ
キュリティー管理委託先）の診断を受け、問題ない評価を受けています。
・ 当社システム開発主要委託先への運用管理の状況を確認するため、情
報セキュリティー監査を実施しています。
・「社外持ち出しパソコン」については、データの暗号化を実施しました。
・ セキュリティー運用を強化したデータセンターへ順次移設（入館時友連
れチェック強化、退館時の金属探知による持ち出しチェック強化）

AICA Group Report 2012
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● 労働災害の防止

従業員との関わり

アイカ工業
（対象範囲 ： 本社・本社工場、
 甚目寺工場、福島工場、広島工場、茨城工場）
アイカグループ
（対象範囲 ： 上記5サイトにアイカインテリア工業㈱、アイカハリマ工業㈱、
 アイカ電子㈱、ガンツ化成㈱を加えたもの）

※度数率=労働災害による死傷者数×1,000,000÷延べ労働時間数
度数率推移（アイカ工業、アイカグループ）
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2.00
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3.99

0

0.83
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2010 2011
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※強度率=労働損失日数×1,000÷延べ労働時間数
強度率推移（アイカ工業、アイカグループ）
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▶２０１1年度労働安全衛生教育実施状況
教 育 名 対 象 受講人数

社内研修
新規採用者安全衛生教育 新規採用者 30名
３年次研修 入社３年次社員 7名
２年次研修 入社２年次社員 3名
派遣社員安全教育 派遣・工程請負者 5名
新任職長教育 関係会社の職長、班長含む 1名
安全衛生推進者教育 管理職 0名
リスクアセスメント
実務者研修 新リスクアセスメント推進者 51名

安全衛生ビデオ研修 全従業員
（関係会社、請負含む） 3,277名

防毒マスク講習 本社工場、
甚目寺工場/R&Dの作業者 0名

環境法令講義

工事業者安全教育 出入り工事業者 45社60名
社外研修
ＲＳＴ講座教育

管理職 0名
安全衛生推進者教育
危険予知訓練
トレーナー研修

中堅職、管理職

1名

フォークリフト
インストラクター研修 2名

リスクアセスメント
推進者研修 5名

安全体感教育 一般職、中堅職、管理職 33名

●実行宣言
カード

● 安全の日 追悼式 ● アイカグループ安全衛生大会

労 働 安 全

　2006年1月17日に甚目寺工場で発生した重大災害を
風化させないため、毎年1月17日をアイカグループの安
全の日と定めています。2012年1月17日には昨年同様
各職場で安全朝礼等を行うとともに、第6回アイカグルー
プ安全衛生大会を開催しゼロ災の誓いを新たにしました。
　また、活動単位で、KYT※やヒヤリハット活動※、危険源改
善活動を進め、要所で指差呼称を実施する指導、及び表に
示した各種安全教育を継続した結果、昨年度には休業労災
は発生することなく、度数率、強度率は０と算出されました。
地道な活動により効果をあげていますが、軽微な程度の不
休業労災は以前と同程度に発生しており、災害の芽はまだ
潜んでいるといえます。
　リスクアセスメントでの危険源抽出方法の見直しによる
潜在的なリスクの把握及びその改善を全サイトで展開する
よう、注力して安全活動を進めています。

用語解説
※KYT：危険（K）予知（Y）訓練（T）の頭文字をとった略語。作業場面を
取り上げ、どんな危険が潜んできるか、どんな対策を打つべきかを検討し
て安全意識を高める手法の１つ。
※ヒヤリハット活動：実際の作業で怪我には至らなかったが、ヒヤリとし
た／ハッとした出来事を取り上げ、その改善を行う活動。
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● 作業環境の改善

作業環境測定結果
120
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80

60

40

20

0
第１管理区分

該
当
作
業
場
数（
延
べ
）

10 6

第２管理区分

6 3

第３管理区分

昨年度 今年度
94

107

第1管理区分 ： 作業環境管理が適切であると判断される状態
第2管理区分 ： 作業環境管理に改善の余地があると判断される状態
第3管理区分 ： 作業環境管理が適切でないと判断される状態
※アイカインテリア工業（株）、アイカハリマ工業（株）、アイカ電子（株）、ガンツ化成（株）
なお今年度より茨城工場での生産再開に伴い３作業場で新たに測定を実施し、いず
れも第１管理区分となりました。またグループ会社全体を通しても作業環境改善策を
実施した結果、第２、第３管理区分が減少し、第１管理区分へと改善されております。

該当作業場数（延べ）第1管理区分 第2管理区分 第3管理区分
本社工場 6 5 0 1
甚目寺工場 31 26 5 0
福島工場 26 25 1 0
広島工場 20 19 0 1
茨城工場 3 3 0 0
国内関係会社※ 30 29 0 1
合計 116 107 6 3

▶作業環境測定結果（2011年度）

　有機溶剤、特定化学物質、鉱物性粉じんを使用する屋内
作業場、およびダイオキシンを含有するばいじん・焼却灰
を取り扱う廃棄物焼却施設では、作業環境測定を年２回実
施しています。年々法令基準値は厳しくなっておりますが、

全社を挙げて作業環境改善活動に取り組み、作業環境を
改善することに注力しております。今後もより一層の作業
環境改善活動に努めてまいります。

従業員の声　２年次研修における労災研修（受講者の指差し呼称 確認掛け声）

● 交通災害の防止
　2011年度の車両事故発生件数（当方、双方過失）は39
件であり、近年において最多の件数の事故が発生してしま
いました。
　車両事故対策としては、従来から①安全運転講習会、
②事故発生者に対する安全講習の受講、③「交通事故撲滅強

化月間」と称した全社キャンペーン、④運転者の安全運転に
対する意識をより高めるため営業支店で自ら対策を考え実
行する「車両事故撲滅対策実施報告書」を実施しています。
　事故発生の多発パターンを解説し、教育を徹底すること
で事故撲滅に努めます。

車両事故件数の推移

（件）
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対象範囲 ： アイカ工業㈱（営業店所を含む）の当方、双方過失事故
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● 交通安全教育資料

『ストックタンク 
コックよいか？ ヨシ！』

●  楠井 智久
化成品Co.生産統括部
甚目寺工場生産課第二係第二班

●  斑目 稔 化成品 Co.  生産統括部  
福島工場生産課第一係

『ストッパーよいか！？  
ストッパー確認ヨシ！！』

●  吉見 新 化成品カンパニー技術部 
Ａｃ・ＣＬチーム（丹波）

『モノマー槽の弁閉め  
ヨシ！！』

●  瓜生 英貴
建装材 Co. 生産統括部 
本社工場生産第一課
第一係第一含浸班

『樹脂調合時 
保護具着用よいか？ 着用ヨシ！！』

『モノマーセットよいか！？
セットヨシ！』

●  大成 恭平 化成品 Co.  生産統括部  
広島工場生産課第一係第二班

AICA Group Report 2012
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雇 用

● 再雇用制度

用語解説
※改正高齢法 ： 改正高年齢者雇用安定法のこと。2006年4月1日か
ら、高年齢者について少なくとも年金支給開始年齢（男性の年金（定額
部分）の支給開始年齢に合わせ男女同一の年齢）までの高年齢者雇用
確保措置の導入が各企業に義務づけられた。

2005
年度

2006
年度

2007
年度

2008
年度

2009
年度

2010
年度

2011
年度

10名 13名 20名 15名 9名 12名 10名

▶再雇用制度の新規雇用者数推移

65歳までの継続的な雇用機会の提供を義務付ける改
正高齢法※が2006年4月１日から施行されました。当社
はこれに先駆け、子会社を通じて再雇用制度を実施して
きました。
少子・高齢化の進行を背景にした社会的要請の高まり

や、厚生年金をはじめとした社会保障制度の動向、厳しさ
が続く雇用情勢、社員の高い勤労意欲などを総合的に検
討し、６０歳代前半層の方々に、意欲と能力に応じて可能
な限り現役で活躍していただくことのできる制度です。
契約は１年単位で行い、本人が希望するとともに当社

が働いて頂きたい場合は６５才の誕生日まで継続して雇
用する内容となっています。

● 障がい者雇用
2012年4月現在、当社の障がい者雇用率は1.6％（法

定雇用率は1.8％）です。
アイカ工業では障がい者の雇用拡大を目指したプロ

ジェクトを設置し、就業可能な業務の洗い出しや就業の定
着等を行っています。そして、2012年中に法定雇用率
を満足するように障がい者就職面接会への参加等の施策
を行っていきます。

厳しい市場競争の激化や急速な変化を伴う経済環境
のもと、労働者の受けるストレスはますます拡大する傾向
にあります。このような中で、長期間にわたる疲労の蓄
積による心や身体の健康障害等に対する対策の充実強
化が課題となっています。
当社もこのメンタルヘルス（心の健康）及び身体の健

康への対策強化に努めており、

● メンタルヘルス

●ストレス調査結果報告

❶ 心・身体の健康相談カードの作成、配布
❷ 社内イントラネットによる心・身体の健康相談窓口
の周知

❸ アイカ工業全社員を対象にストレス調査を実施

❹ 「こころの健康管理」管理監督者向けガイドブックを
作成・配付

❺ ストレス調査結果に基づく職場改善活動の実施等
を実施しています。

従業員との関わり
安 全 衛 生

　国が健康保険法を改正したことで、厚生労働省は、
2008年度からメタボリック・シンドロームの予防・改善を
目的とする新しい健診制度を導入する計画を打ち出し、
健康保険組合にメタボ対策を義務付けました。当社では、
喫煙習慣の有無を含む既往歴の調査や身長、体重、ＢＭＩ、

肝機能検査などに、腹囲測定を加え た定期健康診断を実
施しています。そして、メタボリック・シンドロームやその
予備軍の人に対し、産業医などの面接指導等により食事
や運動の指導を実施していきます。

健 康 診 断
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サプライチェ－ン上の関わり
● 製品の安全情報の提供
改正建築基準法の施行、学校環境衛生の基準の改正、

SAICM※）に端を発する各国化学物質規制（ＲｏＨＳ指令、ＥＬＶ
指令、ＲＥＡＣＨ規制）、お客様のグリーン購入の推進等により
製品の化学物質に関する意識が高まっています。当社は化
学物質を原材料として使用しており、特に接着剤、塗材、建装
材、電子材料等がこれらの規制に密接に関わっています。
2011年度に783件の情報を提供しました。2010年度

とほぼ同数の新規依頼を受けて、各社が定める使用禁止物
質や管理物質等に関する環境負荷物質調査が290件（占有

2011年度は東日本大震災の影響を受けて低調なスター
トを切り、後半は緩やかな回復基調になる年でしたが、年間
を通しての問い合わせ件数は74,500件にのぼり、前年度と
比較して、3,000件程度増加しています。一方、昨年7月に
リニューアルしたホームページでの改良があり、品質性能
及び保証書等各種資料の要望が増加しています。

用語解説 ※ SAICM ： 国際的な化学物質管理のための戦略的アプローチの略名。2002年のヨハネスブルグサミット(WSSD)で定められた実施計画において、2020年
までに化学物質の製造と使用による人の健康と環境への悪影響の最小化を目指すこととされ、そのための行動の一つがSAICMとして取りまとめられた。

（件）

（年度）
400

600

800

1,000

20092008200720062005

603
668

20112010

866
786

537

943

※ＪＡＭＰ=アーティクルマネジメント推
進協議会の略で、製品含有化学物質の
管理規制の国際的潮流への対応として、
含有化学物質などの情報を適切に管理
し、サプライチェーンの中で円滑に開
示・伝達するための仕組みを提唱して
いる団体のこと。円グラフでの「ＪＡＭ
Ｐ」とは、ＪＡＭＰが定めた様式による調
査依頼の件数をカウントしています。

製品安全情報提供件数の推移

提供件数

783
各社指定化学物質
37%

VOC 8%

その他 7%

アンケート 1%

MSDSplus 5%
RoHS 5%

JIG/GADSL様式提出 2%

SVHC  11%

輸出貿易管理令
16%各種法令

9%

製品安全性情報提供件数の内訳

2011年度お客様センターお問合せ状況

商品  18%
施工    6%

品番、柄  12%
品質、性能    3%

カタログ、サンプル
49%

その他  12%

内容別

その他  14%

店舗設計施工、     
内装ゼネコン  5% 一般設計デザイナー

19%
代理店、販売店  31% 内装工事業  16%

戸建ハウスメーカー、
工務店  15%

業種別

建装材  52%

住器建材  32%

化成品  16%

商品別

お客様センターお問合せ件数推移

（年度）2009 201120102008200720062005
0

80,000

70,000

60,000

50,000

20,000

59,100 55,600 58,700 58,900 60,900

（件）

71,600

件数

74,500

3つの窓口 対応内容
「アイカカタログセンター」 カタログやサンプルの請求、問合せ窓口

「アイカ塗板センター」 内・外装仕上塗材ジョリパットの塗板見本の請求、
問合せ窓口

「アイカコールセンター」 その他の問合せ総合窓口

お客様／問合せ内容

設計、工事会社、建築会社、デベロッペー、住宅会社、
リフォーム会社、販売会社などの方々

営業、商品、施工、環境、認定書、苦情など多岐に渡る

率37％）と1/3強を占めていました。化成品の輸出増加に
伴う輸出貿易管理令該非判定書の発行や、REACH規制の第
７次高懸念物質が確定するなど、それら物質の含有調査報
告書の発行はそれぞれ122件（占有率16％）、86件（占有率
11％）と増加傾向にあります。
このように化学物質に関する調査および情報提供は今後

ますます重要度を増すと考えられ、迅速でより正確な情報提
供に努めます。

● お客様センターの対応
アイカグループは主に建築関連の製品を製造販売して

おり、その製品アイテムも多いためお客様に対してきめ細
かい対応が必要です。このため、お客様センターでは次の
３つの窓口で対応しています。

お客様の要求や質問に、迅速・正確・丁寧にお答えできる
よう幅広い知識と豊富な経験を備えたスタッフを窓口に配
置しています。

AICA Group Report 2012
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▶アイカデザインセミナー開催状況

● 現代建築セミナー

2011年
開 催 地 開 催 日 講 師 所 属 講 演 テ ー マ 聴 講 者 数

福 岡 5月12日 青木茂 株式会社青木茂建築工房 リファイニング建築を語る 138名

広 島 5月19日 伊東豊雄 伊東豊雄建築設計事務所 これからの建築を考える 516名

札 幌 5月26日 五十嵐淳 五十嵐淳建築設計 ローカルな必然性 235名

2012年
開 催 地 開 催 日 講 師 所 属 講 演 テ ー マ 聴 講 者 数

大 阪  　7月5日 西沢立衛 ＳＡＮＡＡ・西沢立衛建築設計事務所 近作について 851名

東 京  　7月13日 妹島和世 ＳＡＮＡＡ・妹島和世建築設計事務所 環境と建築 709名

2012年
開 催 地 開 催 日 講 師 所 属 会 場 名 聴 講 者 数

仙 台 4月19日 手塚由比 株式会社手塚建築研究所 懐かしい未来 175名

札 幌 4月26日 東利恵 東　環境・建築研究所 空間の非日常性 181名

福 岡 5月17日 間宮吉彦 株式会社Ｉｎｆｉｘ 場の形成 88名

広 島 5月23日 北山恒 有限会社architecture WORKSHOP 人間の関係性をつくる空間 320名

● ポスター● 第58回アイカ現代建築セミナー

● アイカデザインセミナー
アイカ新商品発表会同時開催で、国内外で活躍する建築家・デザイナーを

講師としてお招きし、アイカデザインセミナーを開催しています。講演会が

開催される機会の少ない地方都市での開催は非常に好評を得ております。

１９８３年より国内外の著名な建築家を講師に迎え、全国各

地で住宅・環境・都市問題など幅広い分野にわたって、講演し

ていただく「アイカ現代建築セミナー」を開催しています。

本セミナーは建築家、学生及び一般の方々まで幅広く

ご参加いただいており、今回講師といして今や世界中から

注目されておられます、建築家の妹島和世氏に東京にて、

西沢立衛氏に大阪にてご登壇いただきました。

● アイカ新商品商談会
２０１２開催

サプライチェ－ン上の関わり

19

環
境
経
営

社
会
性
報
告

環
境
報
告

第
三
者
意
見

社会性報告



株主との関わり
● 会社の経営の基本方針
アイカグループは共生の理念のもと、たえざる革新によ

り新しい価値を創造し、社会に貢献して「真にお客様に選ば

れる企業集団―グッドカンパニー」を目指しています。

また、グループ全体の企業価値の増大が株主の利益

にもつながると認識し、経営体質の継続的な強化のため

「スピード・効率・変革」をスローガンに活動しています。

● 利益配分に関する基本方針
利益配分については、安定的な配当の維持および適正

な利益還元を基本方針とし、業績に連動した配当政策を進

めていく考えです。株主還元につきましては連結配当性向

３０％以上を目安に実施してまいります。

● 情報開示（ディスクロージャー）
当社のホームページに参考情報を掲載しています。

ホーム ▶ 会社概要 ▶ IR情報
http: / /www.aica.co. jp/company/ ir /

WEB

１株当たりの当期純利益の推移（単独  連結） １株当たりの年間配当金の推移と連結配当性向
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● インターンシップ生の受け入れ
２００３年より、就職活動を控えた大学３年生および大学

院１年生を対象に、インターンシップ生の受入を毎年行っ

ています。９度目となる２０１１年度は、１５名の学生を受け

入れました。

その内容は、営業職社員に同行するものから、ビジネス

マナー研修、工場研修体感、また、ホームページコンテン

ツ制作まで幅広い構成になっています。

大学生活では得られない経験や学び、気づきが多く得

られると、参加学生の満足度も毎年高いものとなっていま

して、２０１２年４月には４名のインターンシップ生が入社し

ております。

●インターンシップ生との環境コミュニケーション資料

毎年甚目寺工場の近隣のあま市立甚目寺南小学校か

ら、3年生の教育として工場見学を依頼されています。一

般顧客用の資料を小学生向けに分かり易く編集し直して、

お話したあと工場を見学いただいています。（実施日：2011
年11月18日）

また、名古屋市立今池中学校の1年生5名に名古屋支

店へお越しいただき、ショールーム「スペースφ」にて商品

を前にしてアイカグループの環境保全に対する取り組み

を説明しました。（実施日：2012年1月26日）

社会との関わり
● 環境教育の実施

● 塗り壁材工場にて ● 甚目寺工場見学　

● 中学生感想文文
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● 「企業の森づくり」保全活動
活動日活動日 参加者数参加者数 活動内容活動内容

第1回   6月  ４日（土） 11名 作業箇所確認、下草刈り、除伐

第2回   7月23日（土） 16名 環境美化、下草刈り、除伐

第3回   9月10日（土） 14名 下草刈り、除伐

第4回 11月26日（土） 16名

植生調査、除伐、下草刈り

第5回  2月18日（土） 9名

第6回  3月  3日（土） 12名 下草刈り、除伐

当社製品の原材料には多くの紙や木材を使用しているこ

ともあり、生物多様性に配慮した環境保全および社会貢献

活動の一環として森林整備を身近で実施したいと、愛知県

と「企業の森づくり」協定を２００８年に締結しました。３年の

活動を経過した２０１１年５月には同一の内容で契約を延長

し、引き続き３年間県有林の整備を行うこととしています。

その活動は、愛知県県有林（小牧市）３ｈａを活動範囲に

社員及びＯＢの方がボランティアで森林整備を行うもの

です。２０１１年度は６回の環境保全活動を実施し、森林

環境調査（簡便な植生調査、照度調査）環境美化活動（ゴ

ミ拾い等の環境美化活動）、人工林整備（下草刈りや雑木

類、枯損木等の除伐等）の活動を行いました。

● 雑木等を除伐している様子

● 社内公募案内 ● ３月３日参加メンバーの集合写真

AICA Group Report 2012
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温室効果ガスの排出削減目標は、東日本大震災後の電力供給不安による節電活動を推進させたこともあり、目標を達成していますが、
産業廃棄物の発生量削減は生産量増加要因が削減効果を上回り、目標を達成することができませんでした。
その他の目標に関しては概ね目標を達成しております。

目標項目 対象 2010年度実績 2011年度目標

地球温暖化防止

温室効果ガス排出量の
削減

単独 15,905t-CO2 16,580t-CO2以下（店所含む）

連結 32,334t-CO2 32,770t-CO2以下（店所含む）

輸送トンキロの削減 － 8,012万トンキロ 7,932万トンキロ以下

産業廃棄物の削減

産業廃棄物発生量の
削減

単独 4,053t 4,098t以下

連結 9,183t 8,670t以下

埋立処分率の
低減

単独 3.4% 2.0%以下

連結 1.7% 1.0%以下

環境負荷物質の削減 PRTR排出・移動量の
低減

単独 61t
2010年度実績量の

2％削減
連結 94t

環境配慮型商品 環境配慮型商品の
拡販 － 売上占有率 ： 90.1% 90%以上

グリーン購入 原材料のグリーン購入

※

グリーン購入率 ： 81.4% グリーン購入の
維持管理

地域社会への貢献 工場周辺の清掃活動 延べ71回 各サイト1回以上/月

マネジメントシステムの
構築・強化

マネジメントシステムの
管理強化 連結 環境、労安マネジメント

システムの進化
海外サイトの環境/労安マネジメ

ントシステムの発展

情報開示

社会環境報告書の
発行 － 年1回発行 年1回発行

環境会計の実施 連結 年1回公表 年1回公表

環境目標と推進状況
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対象範囲 単独 ： アイカ工業（株）の本社・本社工場（アイホー含む）、甚目寺工場、福島工場、広島工場、茨城工場
 連結 ： 上記５サイトにアイカインテリア工業㈱、アイカハリマ工業㈱、アイカ電子㈱、ガンツ化成㈱を加えたもの
 ※原材料のグリーン購入、工場周辺の清掃活動は単独にアイカ電子㈱を加えたもの

2011年度実績 評価 主な活動状況 掲載
頁 2012年度目標 2014年度目標

15,774t-CO2 ○
ピークカットなどの節電、
生産状況に合わせた
省エネ改善

P27

20,558t-CO2（店所含む）
売上原単位

前年比１％ダウン
32,385t-CO2 ○ 乾燥炉脱臭設備での

熱回収 31,928t-CO2（店所含む）

8,422万トンキロ × ＪＲコンテナ、
船舶輸送の拡大 P28 8,330万トンキロ以下 前年比１％ダウン

4,594ｔ ×
工程内不良削減による
廃棄物の削減 P29

6,118t以下
売上原単位

前年比１％ダウン
9,360t × 9,216t以下

2.0％ ○
リサイクルの推進、
有価物への転換 P30

2.0％以下 1.0％以下

1.0％ ○ 1.0％以下 0.5％以下

51t ○ VOC物質の代替検討

P29 2010年度
実績量の3％削減

2010年度
実績量の5％削減

91t ○ 代替溶媒の検討、
排ガス燃焼装置の設置

売上占有率 ： 90.4％ ○ ＶＯＣを含まない
商品の拡販 P32 グリーンアシスト商品の

売上占有率 ： 期末20%
グリーンアシスト商品の
売上占有率 ： 期末30%

グリーン購入率 ： 87.8％ ○ 原材料グリーン購入の
対象物拡大に伴う再調査 P31 グリーン購入の

基準見直し ー

延べ７６回 ○ 工場周辺の清掃活動 ー 各サイト１回以上／月 各サイト１回以上／月

環境、労安マネジメント
システムの発展 ○ 関係会社に対する

順法監査強化 P10 海外サイトの環境/労安マネジメントシステムの発展
各マネジメント活動の
レベルアップ

年1回発行 ○

アイカグループ統合での
活動充実 ー

年1回発行 年1回発行

第三者意見への対応 P35

年1回公表 ○ P26 年1回公表 年1回公表

AICA Group Report 2012
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　30,833ｔ-CO2
温室効果ガス

21.2ｔ4.1ｔ
SOx NOx

2.8ｔ
ばいじん

53t
PRTR対象物質

324千m3
総排水量

2.6t
COD※

0.2t0.5t
窒素 リン

0.1t
PRTR対象物質

6,865ｔ
社外リサイクル
廃棄物総排出量 7,014t

95t
埋立処分

37t
PRTR対象物質

147,655t
製品

36,987千kWh
電力
総エネルギー投入量 685.4TJ

3,501kL
石油類

2,569千m3
都市ガス

135,969t
原材料
総物質投入量 149,043ｔ

925t
補助材料

11,629t
容器包装材

24,688t
PRTR対象物質

183千m3

水資源投入量

地下水
水使用量 408千m3

183千m3
上水道

43千m3
工業用水

2,254t
廃棄物

●アイカインテリア工業㈱
●アイカハリマ工業㈱
●アイカ電子㈱
●ガンツ化成㈱
●㈱アイホー

生産工場・関係会社

本社・本社工場

甚目寺工場・R&D

福島工場

広島工場

茨城工場・R&D

熱回収

INPUT

エネルギー投入量

OUTPUT

大気への排出

製品出荷

廃棄物としての排出

水域への排出

物質投入量

2010年度と比較すると、概ねインプット量とアウトプット量のともに同様な推移となっています。
対象範囲 ： 本社・本社工場、甚目寺工場、福島工場、広島工場、茨城工場、アイカインテリア工業（株）、アイカハリマ工業（株）、アイカ電子（株）、ガンツ化成（株）、（株）アイホー

用語解説
※COD  ： Chemical Oxygen Demandの略。湖沼、海域の有機汚濁を測る指標。

2011年度マテリアルバランス
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　環境会計には２つの目的があると考えています。一つ
の目的は、社内に対して環境保全活動に費やしたコストや
環境対策の効果を定量的に把握し、最小のコストで最大の
効果を上げるための管理ツールとして活用することです。
　もう一つの目的としては、社外に対してアイカ工業の環
境への取り組みを積極的に公表・開示することで、「環境に

優しい企業」として社会から信頼される企業になるための
コミュニケーションツールとして活用していくことです。
　アイカ工業では上記考え方に基づき環境省から１９９９年
３月において「環境保全コストの把握及び公表に関するガ
イドライン」が公表されたのを契機に、環境会計を１９９９
年度下半期分より公表しています。

環境会計

分類 主な取り組みの内容
投資額 費用額

前期 当期 対前期 前期 当期 対前期

（1） 生産・サービス活動により事業エリア内で生じる環境負荷
を抑制するための環境保全コスト（事業エリア内コスト） 106 147 139% 524 565 108%

内訳

①公害防止コスト ・廃水処理設備の運用の維持管理
・排ガス処理設備の運用の維持管理 41 38 93% 155 133 86%

②地球環境保全コスト ・省エネ型設備の導入やインバータ化工事
・クリーンエネルギーの導入 63 105 167% 118 149 126%

③資源循環コスト
・セラール・メラミン化粧板（本社、アイカハリマ）、汚泥
（甚目寺・広島）の社外マテリアルリサイクルへの処理
・濃縮設備（回収）の更新、維持管理

2 4 200% 251 283 113%

（2） 生産・サービス活動に伴って上流又は下流で生じる
環境負荷を抑制するためのコスト（上・下流コスト） グリーン購入推進 0 0 － 16 17 106%

（3） 管理活動における環境保全コスト
（管理活動コスト）

・社会環境報告書２０１１の作成
・製品の安全性に関する調査・資料作成活動
・各工場サイトでの環境に関わる会議体の開催
・マスコミへの情報開示活動

1 1 100% 122 122 100%

（4） 研究開発活動における環境保全コスト
（研究開発コスト）

・無溶剤型接着剤・コート剤（接着剤への配合、使用時に
溶剤を使用しない）の開発
・生産時に使用するエネルギーや廃棄物量を低下させる
 生産方法の開発

60 58 97% 316 492 156%

（5） 社会活動における環境保全コスト（社会活動コスト） 愛知県企業の森づくり事業　活動費 0 0 － 0 0 －
（6） 環境損傷に対応するコスト （環境損傷コスト）　 汚染負荷量賦課金の納付 0 0 － 3 3 100%
（7） その他のコスト 1 0 ー 1 1 100%

環境保全コスト合計 168 206 123% 982 1,200 122%

▶環境保全コスト

▶環境保全対策に伴う経済効果 ▶集計上の基本的な考え方
●対象期間 ２０１1年４月１日～２０１2年３月３１日
●集計対象範囲 アイカ工業に以下の関係会社を含め集計しました。
 アイカインテリア工業株式会社、アイカハリマ工業株式会社、アイカ電子株式会社、
 ガンツ化成株式会社、株式会社アイホー
●環境保全コストの算定基準
　設備投資 年度内の環境保全に関わる設備投資額を集計。翌年度にまたがる場合は当期分のみの金額を
 集計しております。
　費用
・
・

・

人 件 費
減 価 償 却 費

そ の 他 費 用

部門毎に環境保全活動の時間に時間あたりの年間平均金額を乗じて計算しています。
１９９７年４月１日以降に取得した環境保全活動に関わる設備を対象としています。償却
費の計算は財務会計の減価償却の方法と同一です。
環境省のガイドライン2005年度版に準拠した分類により集計しています。

（金額単位 ： 百万円）

（金額単位 ： 百万円）

▶環境保全効果
効果の内容

環境負荷
前期 当期 対前期

（1） 事業エリア内で生じる環境保全効果
（事業エリア内効果）

廃棄物発生量 9,273t 9,361t 101%
廃棄物埋立処分量 149t 95t 64%
CO2排出量 32,334t-CO2 32,385t-CO2 100%
環境汚染物質の排出・移動量 94t 91t 97%

（2） 上・下流で生じる環境保全効果
（上・下流効果）

グリーン購入率（原材料） 81% 88% 109%
 　　　　　　（照明器具） 100% 100% 100%
 　　　　　　（蛍光管） 100% 100% 100%
 　　　　　　（OA機器） 100% 100% 100%
 　　　　　　（車両） 100% 100% 100%

（3） その他の環境保全効果

効果の内容
金額

前期 当期 対前期
熱回収によるエネルギー削減効果 197 237 120%

リサイクルによる効果 23 28 122%
物流効率化による効果 71 74 104%
経済効果合計 291 339 116%

● 環境会計の目的

AICA Group Report 2012
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テキストボックス
2012年10月公表の「環境会計」P26に、修正点がありました。修正版は項目ごとの閲覧PDF「環境会計(改)」をご参照お願いいたします。



　その結果、国内生産拠点の温室効果ガス排出量は連結
１億円売上に対して32.4t-CO2/億円で前年度の34.5と
比べて6.1％低減しました。
　一方、海外生産拠点でも売り上げ高当りの排出量原単位
を削減する目標を設定しています。テクノウッド社では補助
部材の仕様を変更して乾燥作業をなくす等の方策を展開
するなどして、削減方策を実施しています。
　２０１２年度は２０１1年度と同様節電要請の対応を実施
するものの、生産効率の視点から省エネに寄与する活動
を推進します。

地球温暖化防止

温室効果ガス排出量
（国内生産拠点）

2011年度目標 2011年度実績
32,770t-CO2以下 30,833t-CO2

● 温室効果ガスの排出削減（省エネルギー）
　地球環境を保全する上で現在の最重要課題は地球温暖
化防止と言われています。日本では東日本大震災が発生した
後、原子力発電所の相次ぐ停止のために火力発電由来の電力
が増加し、地球温暖化が進む方向になっています。今こそでき
る限りの温室効果ガスの排出抑制を行う必要があります。
　２０１１年度は政府・電力会社の節電要請を受けて、全国の
サイトでは使用ピーク時間での節電対策を実施し、東京支
店では人員配置の移動により、１フロアの使用を控えるなど
して、前年比２０％の温室効果ガス削減を実現しました。
　関係会社のガンツ化成では、燃料源を灯油から液化天
然ガスに変更し、年間約８００ｔ-ＣＯ２の削減を見込んでい
ます。その他大きな投資案件はありませんでしたが、生産
変動に対応したエネルギー使用での原単位管理を強化
し、現場の細かな改善、省エネ活動を強化しました。本社
工場では使用エネルギーに対する生産量を高める目標を
掲げる、また工程間での蒸気使用タイミングをずらすこと
で蒸気の取り合い効率の悪化を防ぐなど、生産現場が主
体となったエネルギー削減活動を行っています。

用語解説※5ガス ： ＣＯ2以外の温室効果ガスすなわちメタン、一酸化二窒素、
ハイドロフルオロカーボン、パーフルオロカーボン、六ふっ化硫黄のこと。

● ガンツ化成㈱　
燃料転換した
液化天然ガスの圧力容器

●本社工場 
現場の稼動状況に合わせ
た省エネ活動を推進

●甚目寺工場 
貫流ボイラー蒸気ヘッダー
バルブの開閉自動化

●アイカハリマ工業㈱ 
乾燥ライン新設により稼動ライン
を削減、コンプレッサーの更新。

●ガンツ化成㈱ 
燃料源をＣＯ２換算係数の低
い液化天然ガスに変更

●アイカインテリア工業㈱
コンプレッサーのインバータ
化による稼働台数削減。

● 2011年度の主な取り組み

エネルギー投入量の推移
（テラジュール）

（年度）1990

610.1

0

200

400

600

800

1,000

2011

海外生産拠点国内生産拠点 国内非生産拠点

263.4

33.2

742.5

2005

313.0

32.4

734.3

2006

266.6

32.2

733.7

2007

204.7

30.6

648.5

2008

155.6
30.0

636.4

2009

180.1

28.1

678

2010

685

224.6

27.5

国内生産拠点

エネルギー投入量売上高原単位の推移
（テラジュール／億円）

（年度）20082007200620051990
0

0.7

0.8

0.9

2009 2010 2011

0.83
0.77

0.73
0.76

0.74

0.79
0.76

0.72

温室効果ガス排出量の推移
（t-CO2）

（年度）1990

30,485

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

16,426

34,410

1,885

17,720

33,463

1,852

13,630

33,772

1,846

9,304

29,725

1,761
6,991

29,029

1,704
7,094

30,776

1,559

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

海外生産拠点国内生産拠点 国内非生産拠点

30,833

10,061

1,552

温室効果ガス排出量売上高原単位の推移
（t-CO2／億円）

（年度）20082007200620051990
0

30

35

40

45
41.6

35.7
33.2

35.2 33.9

2009

35.8

2010 2011

34.5

国内生産拠点

32.4

注）愛知県「県民の生活環境の保全等に関する条例に基づく地球温暖化対策計画書作成手引き（平成15年）」の別表３「活動区分ごとの排出係数」に固定して算出
しています。ただし、1990年度の購入電力のCO2に関しては0.421ｔ-CO2/千KWhを使用しています。

対象範囲 ： 

海外生産拠点：

国内営業拠点 ：

国内生産拠点：本社・本社工場（アイホー含む）、甚目寺工場、福島工
場、広島工場、茨城工場、アイカインテリア工業（株）、アイカハリマ
工業（株）、アイカ電子（株）、ガンツ化成（株）
アイカインドネシア社、テクノウッド社、瀋陽愛克浩博化工有限公司、
昆山愛克樹脂有限公司
国内22営業店所
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二酸化炭素排出量
（t-CO2） （ｋｌ/百万トンキロ）

原単位

（年度）
0

4,000

8,000

12,000

16,000

（年度）2008
0

48.14

2009

47.78

20112010

46.55

46.00

47.00

48.00

49.00

輸送に関するエネルギー使用に係る二酸化炭素排出量、
原単位の推移

※原単位＝エネルギー使用量（原油換算ｋｌ）／輸送量（１００万トンキロ）

2011

9,736 9,864

2008 2009 2010

11,600

46.49

10,341

用語解説
※モーダルシフト ： 地球温暖化防止のため、製品や原材料の輸送をト
ラックから鉄道や船舶に代えること。１ｔの貨物を１ｋｍ運ぶ時に排出する
CO２量は、鉄道はトラックの1/8、船舶はトラックの1/4といわれています。
ＪＲコンテナの活用は本社工場、甚目寺工場、広島工場、茨城工場にて、
船舶の活用は本社工場、甚目寺工場にて行っています。

※※トラック輸送の効率化 ： 定期便トラックの積載率を向上させること
で効率的な輸送を行い、使用トラック台数の削減、CO2排出量削減を図る
こと。活動サイト：本社工場、甚目寺工場、アイカインテリア工業（株）

● グリーン物流

● 生物多様性保全活動

　急速に地球温暖化が進んでいる現在、運輸部門にお
ける温室効果ガスの排出削減が重要課題のひとつです。
2006年に省エネ法が改正され、輸送に係る省エネ推進の
ため、貨物輸送量が3,000万トンキロ以上の荷主（特定荷
主）は年１回定期的にエネルギー使用量とエネルギー使用
の合理化計画の報告が義務づけられました。
　アイカグループでは、モーダルシフト※トラック輸送の効率
化※※等の改善活動を引続き推進した結果、モーダルシフトによ
るCO2削減では２，９８７ｔ-CO2の効果をあげ、またトラック輸送の
積載率を昨年度８４．７％から８７．５％へ向上することができました。
　出荷量の増加により輸送に係るエネルギー使用はトンキロ
法で前年度比5%増の8,422万トンキロでありましたが、原単
位（輸送量当りの原油換算量）は、４６．４９ｋＬ／百万トンキロと
なり目標の前年度比0.1％削減することができました。
　2012年度目標としては、貨物の集約及び配達エリアの見
直しにより、一運行あたりの積載重量を増やし、より効率的な
配送を目指し、前年度比で原単位1%を達成していきます。

　人類は生物多様性から計り知れない自然の恵みを受けて
おり、生物多様性が損なわれれば将来の生活文化をはじめ、
水や食料、貧困などの多くの問題を直面することが懸念され

ます。当社の活動が生物多様性から受けてきた恩恵を認識
し、アイカグループの企業活動ならびに社員一人一人ができ
ることから生物多様性保全の活動に協力していきます。

事業 製品群 使用原材料 恩恵の例

化成品 接着剤・施工樹脂 精製・合成化学物質 化石燃料などの
天然資源

建装材
メラミン化粧板 印刷紙・クラフト紙 パルプ←木質資源

化粧ボード 木質基材（合板） 木質資源

住器建材 カウンター・建具 木質基材（合板・MDF・
パーティクルボード） 木質資源

▶アイカグループが生物多様性の生態系サービスから得ている恩恵の一例

●工場緑地帯整備　構内の緑地を保全
●甚目寺工場 ： 屋上緑化
（常緑キリンソウ、メキシ
コマンエングサの薄層ト
レー方式）

　アイカ工業の主力製品であるメラミン化粧板。その組成は
およそ紙と樹脂が半分ずつで構成されています。その紙（クラ
フト紙と抄造紙）が森林認証された材料で構成されたメラミン
化粧板についてPEFC※のCoC認証及びFSC○※のCW認証を
取得しました。また、認証合板で構成されたポリエステル化粧
合板についてFSC○ のCoC認証を取得しています。
　これら認証を得るには、原材料である紙類、合板類の供給業者
へ供給可能な認証材
料の提供を求め続け、
供給業者のご協力の結
果、サプライチェーンの
つながりで取得できて
います。

R

R

メラミン化粧板・化粧ボードの一部で森林認証のCoC認証取得

● FSC○認証書 ● PEFC認証書

用語解説 ※FSC○ とPEFCはそれぞれ森林管理協議会、森林認証プログ
ラムの略で、異なる認証制度になります。

R

愛知県「企業の森づくり」活動による県有林の整備

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶  詳細はＰ22を参照

● 甚目寺工場屋上緑化

R
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環境負荷の低減

● 化学物質の管理

● 産業廃棄物の削減・リサイクル

対象範囲 ： 国内生産拠点 ： 本社・本社工場（アイホー含む）、甚目寺工場、福島工場、広島工場、茨城工場、アイカインテリア工業（株）、アイカハリマ工業（株）、アイカ電子（株）、ガンツ化成（株）
 海外生産拠点 ： アイカインドネシア社、テクノウッド社、瀋陽愛克浩博化工有限公司、昆山愛克樹脂有限公司

対象範囲：国内生産拠点

　2001年4月に施行されたＰＲＴＲ法（特定化学物質の環

境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する

法律）により、化学物質の排出量、移動量の把握・届出義務

が生じました。この法律は2009年10月1日に改正施行さ

れ、指定化学物質が追加されました（第一種指定化学物

質：現行354物質→改正462物質、第二種指定化学物質：

現行81物質→改正100物質）。MSDSを回収し、対象物質

の把握を進め、集計しました結果、アイカグループでは以

下のように取扱う物質に変更が生じました。

　対象から外れた化学物質分の減少、新たに該当した化

学物質での増加、及び洗浄溶剤の代替などの推進による

削減努力により、ＰＲＴＲ対象物質の排出・移動量の合計は、

９１トンとなり前年度実績９４トンに比べて目標の２％以上

削減することができました。

　産業廃棄物の削減は地球温暖化ガス削減とともに、アイカ
グループの重要課題のひとつであり、1998年環境理念、環
境方針の策定をすると同時にその活動を開始しています。

　2011年度はＱＥＯプロジェクト等を通じ、工程内不良
率の削減やリサイクルの推進、有価物化への転換等の活
動を行いました。

　効果としては、発生した廃棄物を有価物として引き取
る業者の選定を進めるなどして、埋立処分量および埋立
処分率はそれぞれ94.7ｔ、1.0％で、前年度実績の149ｔ、
1.6％を下回ることができました。

　しかしながら、国内生産拠点の産業廃棄物発生量は、生
産量増加要因が削減効果を上回り、目標を達成すること
ができませんでした。

　一方、産業廃棄物のリサイクル率向上のため、処理方法

に関してリサイクルすることを前提に社外処理委託先を

選定し、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の２０１１年

４月に改正施行で要求事項となった「産業廃棄物の処理

の状況に関する確認」を行っています。

PRTR対象物質の排出・移動量の推移
（t）

0

100

200

300

400

（年度）

対象物質の
改正

■国内生産拠点

2005

210

2006

252

2007

125

2008

92

2009

113

2010

94

2011

91

用語解説
※現行指定化学物質 ： 平成１２年３月３０日施行の政令で指定されている
化学物質です（第１種354物質(特定第１種12物質)、第２種81物質）。 
※新規指定化学物質 ： 平成２０年１１月２１日公布の改正政令で指定されてい
る化学物質です（第１種462物質(特定第１種15物質)、第２種100物質）。

社外埋立処分

蒸気として
熱回収

（1.0%）

社内サーマルリサイクル
2,254t （24.1%）

95t

社外単純
焼却
54t

（0.6%）

社内単純
焼却
92t

（1.0%）

社外リサイクル・リユース　6 ,865 t（73 .3%）
合 計

9,360 t

▶2011年度産業廃棄物処理状況（国内生産拠点）

産業廃棄物発生量
（国内生産拠点）

2011年度目標 2011年度実績

8,670ｔ以下 9,360ｔ

埋立処分率
（国内生産拠点）

2011年度目標 2011年度実績

1.0％以下 1.0％

対象範囲：国内生産拠点、海外生産拠点
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産業廃棄物発生の推移 産業廃棄物埋立処分量の推移

国内生産拠点埋立処分率の推移産業廃棄物発生量売上高原単位の推移
（ｔ/億円）

20092008200720062005

15

12

9

6

3

0
（年度）2010 2011

国内生産拠点発生量売上高原単位 

11.9 11.1

10.5 9.4
10.6 10.410.5 10.6 10.4 9.8

（%）

20092008200720062005

3

2.5

2

1.5

1

0.5

0
（年度）2010 2011

国内生産拠点埋立処分率

1.2

2.5

10.5
2.5 10.6 10.42.1 1.9

1.6

1.0

発生量（t）

20092008200720062005

11,524 11,134 10,117
8,256 8,555

1,385 1,301 1,363 1,287 1,038

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

（年度）2010 2011

9,273

840

11,134 10,117

国内生産拠点 海外生産拠点

1,147

9.361

埋立処分量（t）

20092008200720062005

2,000

1,500

1,000

500

0
（年度）2010 2011

国内生産拠点 海外生産拠点

140

1,197

164

1,181

876

149

1,197

280280

1,1091,109

214214 204204

1,1081,108

447447

95

710

● 水使用の削減 対象範囲：国内生産拠点、海外生産拠点

　本社工場では、1979年に300ｔ水槽を設置し、化粧板

製造工程から大量に発生する冷却水（約10,000ｍ3／日）

を回収し、循環使用しています。また甚目寺工場でも、接

着剤反応釜の冷却に使用した冷却水（約7,000ｍ3／日）

の回収・循環使用により、水使用を削減し、尾張地区の地

盤沈下、地下水位低下の防止に努めています。

　関係会社のアイカハリマ工業㈱でも化粧板製造工程か

ら発生する冷却水を（約1,500ｍ3／日）を回収し、循環使

用をしています。

水使用量の推移

国内生産拠点の水使用量原単位の推移
（㎥/億円）

（年度）2008200720062005

511
461 449 426

0

200

400

600

800

1,000

2009

458

2010 2011

458 408

（千㎥）

（年度）

494 464 431 373

105 95 75 57

0

1,000

800

600

400

200

2005 2006 2007 2008

371

57

2009

408

74

2010 2011

388

83

国内生産拠点 海外生産拠点

国内生産拠点
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事業所、会社名 自主調査結果
本社・本社工場

環境基準適合甚目寺工場
広島工場
茨城工場
アイカインテリア工業㈱ 環境基準適合（注）
アイカハリマ工業㈱

環境基準適合
アイカ電子㈱

※なお、福島工場、ガンツ化成（株）は土壌環境基準が設定されている物質を
過去および現在不使用のため調査対象から外してあります。

（注）アイカインテリア工業（株）が新規取得した工場用地から基準を超過する
フッ素が検出されましたが、工場建設時に土壌改質を計画しています。

環境リスク管理
対象範囲 ： 国内生産拠点 ： 国内生産拠点：本社・本社工場（㈱アイホー含む）、甚目寺工場、福島工場、広島工場、茨城工場、アイカインテリア工業（株）、アイカハリマ工業（株）、アイカ電子（株）、ガンツ化成（株）

● 土壌、地下水調査
　過去に有機塩素系溶剤、有害重金属等を使用した履歴の

あるアイカ工業および関係会社の工場を中心に、２００１年

度から自主的に土壌、地下水の汚染状況の調査を開始し、

２００３年度までに完了しました。その結果は表の通りです。

● 環境法規の遵守状況等
　2011年度、アイカグループでは環境関連の法令違反または協定違反等により、勧告、命令、処分等を受けるに至った事例は

ありませんでした。また、環境に関する訴訟はありませんでした。

広島工場、 福島工場、 茨城工場、
 丹波工場（旧ガンツ化成（株））、アイカインテリア工業（株）

アイカハリマ工業（株）

ありませんでした。

● 近隣からの苦情と対応
　2011年度及び2012年７月までに下記３件の苦情、問い

合わせが近隣住民の方からありました。このため早急に是

正対策を行い適切に対処し、1件計画立案しています。

状況 対策および結果

近隣の住民から騒音に関する
苦情があった。

ボイラー横の送風機から発生
していることを確認して、モー
ターの取替えを行いました。

従業員寮の夜間駐車場利用
について、騒音に関する苦情
があった。

夜間の駐車場乗り入れを禁
止した。（アイカ電子駐車場を
使用）

工場横を通行した際に何かし
らのしぶきを浴びたが、有害
性はないのかとの問い合わ
せがあった。

空冷冷却棟の水しぶきであ
り、その安全性を確認し、説明
を行った。飛散しない改修工
事を次年度計画する。

本
社
工
場

甚
目
寺
工
場

ア
イ
カ
電
子

　当社では、非常に多くの原材料（約1,500種類）を使用しています。化学品ではＭＳＤＳ（製

品安全データシート）を入手してその原材料の法規該当状況を確認しますが、法規で通知義

務のない化学物質の含有状況を把握するため、グリーン購入規定の中に環境負荷物質調査

票を設け、供給先への有害性情報の提供を依頼する仕組みを構築しています。２０１１年度に

は環境ＩＳＯの規定を改訂し、規制化学物質の追加更新、化学品のＭＳＤＳ　ＰＬＵＳ※の提示、環

境情報の積極的開示を盛り込み、新規の原材料を調達する際に、供給者に環境負荷物質調

査票の提示などを要求しています。

●環境負荷物質調査票

● グリーン購入（環境負荷物質調査）

用語解説
※MSDS PLUS ： 化学品は法令で通知を義務付けられた安全性などの情報をMSDS（製品安全データシート）として
使用者に伝達するが、MSDSを補完するためにより多くの化学物質含有状況を伝達する資料のこと。
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当社では環境負荷物質を削減、再生素材を利用、処理・

処分が容易、リサイクルが可能、省資源・省エネルギーに

寄与、ロングライフなど「人の健康と地球環境へ配慮した

商品」を環境配慮型商品としています。

この環境配慮型商品の開発・生産・販売を当社は環境経

営の大きな柱としてとらえ注力し、2011年度の環境配慮

型商品の売上占有率は90.4％と前年度同様9割を超え
ました。

環境配慮型商品
環境配慮型商品の売上占有率の推移
（％）

売
上
占
有
率

（年度）
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OUT

ライフサイクルアセスメント（LCA）の概念図

廃 棄

採取・精製

製造
出荷・使用

な
ど

環
境
負
荷
物
質

CO2

IN

エ
ネ
ル
ギ
ー

原 材 料

アイカ
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当社では商品を開発するにあたり、ライフサイクルア

セスメント（ＬＣＡ）を導入・活用しています。ＬＣＡとは、資

源の採取、精製、商品の製造、物流、使用、廃棄に至るま

で、その商品の一生で環境に与える影響を評価する手法

です。商品開発段階からＬＣＡ手法を取り入れることで、

商品製造時等のＣＯ2排出量等を算出することができ、

カーボンフットプリントとしての利用も可能です。

● LCAの活用

成分評価項目 貢献機能項目

使用原材料も
しくは製品が
環境負荷物質
の含有基準を
クリア

一方、環境配慮型商品は、人の健康と地球環境へ配慮し

た商品で、かつ環境貢献できる商品を認定する方式へ移

行することで、より進んだハイレベルな環境配慮型製品「グ

リーンアシスト」商品として新たなスタートを開始しました。

今年度末は売上占有率２０％の到達を目指し、環境訴求

ポイントを絞り込んで認定商品を拡充することと、新規商

品の拡販活動を実施しています。

● グリーンアシスト商品

▶グリーンアシスト商品の摘要

商品の製造プロセスにおいて使用する資源が
低減されたもの
商品機能面において人・室内空気環境、周辺地
域・地球環境への負荷低減に寄与するもの等
の項目で１以上適用できているもの

商品機能面とは、以下のような機能を
もつ商品

解体容易設計
長寿命化
リサイクル可能
再生素材の使用
省資源、省エネルギー5

1
2

3
4

環境負荷物質削減
（調剤のみ対象）
廃棄物削減
その他プラスの
環境側面を有する

6

7
8

▶グリーンアシスト商品と環境訴求項目

建装材
商品

セルサス 指紋・油・汚れが目立ちにくい

アイカフレアテクト 超薄の不燃化粧材

耐スクラッチ キズが付き難く、ロングライフ

化成品
商品

ジョリパット 既存のＪＰの対汚染性を向上

ピュール ウレタン系塗床材で、溶剤を未使用

多用途変成
シリコーン 無可塑・無溶剤の接着剤

水性接着剤 残存モノマー規制された水性接着剤

住器建材
商品

ＵＤコンフォート ユニバーサルデザインされた商品

セルサスセラール 指紋・油・汚れが目立ちにくい

フィオレストーン 組成の98%が天然由来の石

電子基板
商品 ノイズ対策基板 ノイズを防止できる回路設計であり、

余分な部品を実装しなくてよい。

●グリーンアシストロゴマーク
  （商標申請中）

AICA Group Report 2012
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建装材関連商品のLCA評価結果（1㎡当り）
（kg）
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化成品関連商品のLCA評価結果（1kg当り）
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注）現時点で把握でき得る製品の製造までのデータを使用し、㈳産業環境管理協会のJEMAI-LCA Proソフトにより当社にて算出しています。
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酢ビ
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●アイカ製品の LCA評価結果

当社主力商品であるメラミン化粧板は、人工大理石や塩
ビ鋼板と比べてＣＯ2排出量が少なく、環境に優しい商品と
言えます。これは原材料の半分程度が紙でできており、原
材料調達段階の環境への負荷が少ないためと考えられま
す。また当社建装材関連商品は、耐久性が高いため、そう
いった観点からも環境に優しい商品と言えます。

化成品関連商品については、いずれもＣＯ2排出量は少
なく環境に優しい商品と言えますが、原材料に環境負荷量
の高い溶剤を使用する溶剤ゴム系接着剤は、製造時ＣＯ2

排出量が若干高くなります。

開発の意図
　近年、長期優良住宅、住宅エコポイントなど、住宅の省エ
ネ、高耐久化への関心が高く、外壁材についても汚れにく
く、劣化しにくい材料のニーズが高まっています。一般的
なアクリル塗料の場合、7～10年ほどで改修されること
が一般的になっています。単純に10年ごとに改修すると、
50年間で5回改修する必要がある計算になりますが、構
造上の問題やコストの問題もあり、現実的なものではあり
ません。このようなことを背景として耐候性、低汚染性に
優れる材料を開発することを目的としました。

開発の苦労
　ジョリパットインフィニティ∞はアクリル
樹脂の選定、紫外線吸収剤の選定に大変
時間を費やしました。また、耐候性試験も
大変時間がかかるため、何度も改良・検討
したことは非常に苦労しました。ジョリパッ
トクリーンウォッシュについてはジョリパッ
トの質感を保ちつつ、低汚染性を付与する
ことに大変苦労しました。

● 環境配慮型商品の紹介

塗壁材：ジョリパット
「インフィニティ∞ (JQ-500)、
クリーンウォッシュ (JC-900)」

アイカが誇る塗壁材「ジョリパット」に、
耐候性に優れた「ジョリパットインフィニ
ティ∞」と、ジョリパットの表面汚染を抑え
るクリアトップコート「ジョリパットクリーン
ウォッシュ」が加わりました。

●ジョリパットインフィニティ∞の商品紹介 ●ジョリパットクリーンウォッシュの商品紹介

開発者の

声

● 伊藤 由英
化成品カンパニー　
技術部　
建設樹脂グループ

33

環
境
経
営

社
会
性
報
告

環
境
報
告

第
三
者
意
見

環境報告



開発の意図
　少子高齢化が進む中、老人福祉施設の増加が予想され
ています。老人福祉施設や保育園、学校教育施設など、
避難弱者の方（子供や高齢者など）が利用する施設におい
て、安全性を配慮して、建具や什器などの表面仕上げに不
燃材料を要望されるケースが増加しています。また、空港
や駅などの公共交通施設や地下施設、高層ビルや大型店
舗など、不特定多数の人の出入りのある場所においても同
様で、こうしたニーズに応えるため建具・什器に使用できる
不燃材料の開発を開始しました。

開発の苦労
　従来のメラミン化粧板の特徴である、表
面の耐久性（硬さ、汚れへの強さなど）、色
柄の豊富さ、加工の容易さをそのまま生か
しながら、不燃性能を持たせるという相反
する部分をいかに克服するかという点が大
きな課題でした。そのために製品の根本
的な構成からの見直しが必要であり樹脂
技術、不燃化技術を試行錯誤し商品化に至
りました。

用語解説

※用語解説「チョーキング」 ： 主に塗装表面が暴

露状態の際に紫外線・熱・水分・風等により塗装面の

表層樹脂が劣化し、塗料の色成分の顔料がチョーク

（白墨）のような粉状になって顕われる現象や状態。

ジョリパットインフィニティ∞の最大の特徴は“高耐候性”です。一般的
なアクリル系塗材は促進試験(10年相当)するとチョーキング※を起こしま
すが、ジョリパットインフィニティ∞は促進試験(30年相当)をしてもチョー
キング※を起こしません 。
ジョリパットクリーンウォッシュの最大の特徴は“低汚染性”です。ジョリ

パットクリーンウォッシュを塗布すると汎用塗料でも下記のように低汚染
性を付与することができます。

商品の特徴

塗布あり

【暴露期間：3ヶ月】（※汚れは環境・条件により異なります）

塗布なし 色差【⊿E】の数値が小さいほど汚れ抑止効果に優れる

色差⊿E

塗布なし

塗布あり

0 2 4 6 8 10

●ジョリパットクリーンウォッシュ塗布有無での比較効果

開発者の

声

● 香山 和輝
R&Dセンター
甚目寺研究所 
化粧材開発チーム

薄物メラミン不燃化粧板「アイカフレアテクト」

メラミン化粧板は当社の主力製品として生産開始から長い年月を経
ていますが、その間に関連商品として不燃化粧材「セラール」を開発して
公共物件やキッチンのコンロ周りなど不燃性が必要な箇所に使用され
てきました。そんな中、不燃仕様の什器を製作するのに薄物の不燃材
はできないかという要望にこたえた商品が「アイカフレアテクト」です。

●製品写真

●建装材フレアテクト

不燃認定材料でありながら、家具・什器・建具として仕上げた際に、木
口部分が目立たず、上品な仕上がりになることが特徴です。0.7ｍｍ
という非常に薄い製品とする事で木口の存在感を低減しました。また、
表面色に合わせて基材の色を白、黄色、茶色から適切なものを組み合
わせることで、より一体感のある納まりを実現しました。 

商品の特徴

AICA Group Report 2012
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第三者意見について

　第15回環境コミュニケーション大賞環境報告書
部門奨励賞の受賞、まことにおめでとうございます。
講評では「9割を超す商品が環境配慮型となり、『本業
における環境経営』の高さがうかがえる。」とされ、ま
た、「今後は海外の事業所における取組についても範
囲に含めるなどグループ全体としての開示」が期待さ
れています。「本業における環境経営」が高く評価され
たことは大きな意義があります。海外の事業所におけ
る取組も重点的に扱っていきましょう。
　また、アイカ工業は、第15回目の日本経済新聞社
主催「企業の環境経営度調査」では、製造業449社
中50位に、化学部門では76社中3位のランクになり
ました。
　いずれもアイカ工業のみなさんの環境経営に関す
る素晴らしい成果の賜です。これを励みに、一層の取
組を期待いたします。
さて、「AICA 社会環境報告書2012」に対する第三者
意見を述べます。
　まず、環境目標と推進状況ですが、地球温暖化防止
の輸送トンキロの削減と産業廃棄物の削減について
は、2011年度実績が2011年度目標をかなり上回っ
ています。2010年度は、地球温暖化防止・産業廃棄
物削減関係は軒並み実績が目標を上回っていたこと
からすれば、少しは改善があったかもしれませんが、こ
れらは「本業における環境経営」の最も基本的な項目
ですので、さらなる工夫が必要です。輸送トンの削減
は、BCP（Business Continuity Plan）としての他工
場での分散生産と密接な関係があるので、容易なこと
ではないかもしれません。
　次に、エネルギー関係です。化粧板製造のプレス工
程では140°で加熱しますが、立ち上げ時のみ都市ガ
スを利用した工場内の端材などによる自己燃焼装置

からの熱を活用しています。これ自身も画期的です
が、さらに、ガス（熱）のピークの平準化のため、5台あ
るプレス機のプレス時間が重ならないように工夫して
いるのです。また、化粧板のセット工程ではメラミン含
浸紙などをオーバーレイの品質確保のため、常時エア
コンが要りますが、2011年度には、電気のヒートポン
プからガスエンジンヒートポンプに替えています。こ
んな工夫が重なったことによって、2011年度のCO2
排出量実績が目標量を下回ったのでしょう。
　さらに、廃棄物関係です。アイカ工業の事業所内
の産業廃棄物ではなく、お客さま先での廃棄物の増
加につながらないかという懸念です。先ほどの輸送ト
ンキロにも関係してくるかもしれません。それは、化
粧板の梱包材のことです。少量の化粧板でも、両面
をダンボールで梱包し、出荷します。ダンボールはグ
リーン購入品で100％再生紙でしょうし、そして、お
客さまからの要求もあるのでしょうが、「モッタイナ
イ」のです。
　最後に、環境コミュニケーション大賞の講評にも
あった海外の事業所の取組です。できるだけ早く、海
外の事業場でも環境目標を設定し、この社会環境報
告書で推進状況を明らかにしていきましょう。

● 名古屋大学大学院環境学研究科教授

　 竹内  恒夫
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Q・E・O（品質、環境、労働安全衛生）活動のあゆみ
1976年 ・安全環境課を設置

1977年 ・新川工場に資源回収ボイラーを設置
（産業廃棄物排出量削減に寄与）
・甚目寺工場に排水処理装置（凝集沈殿法）を設置

1978年 ・甚目寺工場に冷却塔を設置

1979年 ・新川工場に300t水槽を設置（冷却水を回収し再利用を図る）

1981年 ・樹液を採り終えたゴムの木を再利用した集成材「イースタンオーク」
を発売

1984年 ・甚目寺に資源回収ボイラーを設置

1990年 ・新川工場に排ガス処理装置（1号）を設置

1993年 ・甚目寺工場に排水処理装置（活性汚泥法）を設置

1996年 ・アイカ電子㈱がISO9002を認証取得（9月）

1997年 ・甚目寺工場がISO9001を認証取得（12月）

1998年 ・新川工場に排ガス処理装置（2号）を設置
・新川工場がISO9001を認証取得（3月）
・アイカ中国㈱がISO9002を認証取得（9月）
・環境理念、環境方針を策定。EMSプロジェクトを発足（10月）

1999年 ・新川工場がISO14001を認証取得（9月）
・環境報告書1999を初めて発行。環境会計も公表（11月）

2000年 ・大日本色材工業㈱がISO9001を認証取得（1月）
・甚目寺工場がISO14001を認証取得（3月）
・グリーン購入基本方針およびグリーン購入ガイドラインを作成（4月）
・新川工場に廃熱利用排ガス燃焼装置を設置（7月）
・福島工場がISO9001を認証取得（9月）
・アイカ電子㈱がISO14001を認証取得（12月）

2001年 ・本社、福島工場がISO14001を認証取得（1月）
・アイカ中国㈱がISO14001を認証取得（2月）
・本社、新川工場、甚目寺工場、福島工場がOHSAS18001の
適合証明を受ける（8月）
・本社、新川工場がゼロエミッションを達成（8月）
・福島工場がゼロエミッションを達成（10月）
・甚目寺工場がゼロエミッションを達成（11月）
・エコプロダクツ2001に初めて出展（12月）

2002年 ・アイカハリマ工業㈱がゼロエミッションを達成（3月）
・アイカエコエコボンドシリーズを販売（4月）
・新川工場の廃プラ焼却炉を休止（6月）
・メラミン化粧板廃棄物をメラミン化粧板の原材料として
リサイクルする技術を開発（7月）
・メラミン化粧板廃棄物を瓦の原料としてリサイクルする技術を
開発（8月）
・アイカ中国㈱がゼロエミッションを達成（8月）
・アイカインテリア工業㈱がゼロエミッションを達成（9月）
・原材料のグリーン購入規定を作成、運用開始（11月）

2003年 ・新川工場に廃熱利用排ガス燃焼装置を設置（1月）
・第1回オールアイカ環境会議を開催（2月）
・東京サイトがISO14001を認証取得およびOHSAS18001の
適合証明を受ける（3月）
・広島工場がOHSAS18001の適合証明を受ける（3月）
・アイカハリマ工業㈱ISO14001の認証取得、OHSAS18001の
適合証明を受ける（3月）
・アイカ電子㈱がゼロエミッションを達成（3月）
・冨田社長（当時）が名城大学・日経経営講座で環境経営について
講演（7月）
・アイカインテリア工業㈱がISO14001の認証取得、
OHSAS18001の適合証明を受ける（9月）
・大日本色材工業㈱がゼロエミッションを達成（9月）
・第2回オールアイカ環境会議を開催（10月）
・ガンツ化成㈱がISO14001を認証取得（10月）

2004年 ・第3回オールアイカ環境会議を開催（2月）
・全営業店所、関係会社のアイカエレテック㈱がISO14001の
認証取得およびOHSAS18001の適合証明を受ける（3月）
・アイカ電子㈱がOHSAS18001の適合証明を受ける（3月）
・アイカインドネシア社がISO14001の認証を取得（4月）
・大日本色材工業㈱がISO14001の認証取得、OHSAS18001の
適合証明を受ける（6月）
・新川工場重油ボイラー6基をガスボイラーへ変更（9月）
・第1回アイカグループQEO会議を開催（10月）

2005年 ・ガンツ化成㈱がOHSAS18001の適合証明を受ける（1月）
・愛知ブランド企業に認定される（1月）
・第2回アイカグループQEO会議を開催（2月）
・愛知万博「愛・地球博」に花のウォール・ミュージアムを
出展（3～4月）
・テクノウッド社（インドネシア）がISO9001の認証を取得（5月）
・昆山愛克樹脂有限公司（中国）がISO9001、14001を
同時に認証取得（8月）
・瀋陽愛克浩博化工有限公司（中国）がISO14001の認証を
取得（11月）
・瀋陽愛克浩博化工有限公司（中国）が中国環境標示産品の
認証を取得（11月）

2006年 ・第3回アイカグループQEO会議を開催（2月）
・テクノウッド社（インドネシア）がISO14001の認証を取得（3月）
・第4回アイカグループQEO会議を開催（4月）

2007年 ・アイカハリマ工業㈱加西工場に排ガス処理装置2基を設置（1月）
・ISO9001システムのアイカインテリア工業㈱、
アイカハリマ工業㈱、ガンツ化成㈱への拡大・統合（2月）
・第5回アイカグループQEO会議を開催（2月）
・ISO14001およびOHSAS18001システムのアイカインテリア
工業㈱、アイカハリマ工業㈱、ガンツ化成㈱への拡大・統合（8月）
・愛知ブランド企業の継続認定を受ける（12月）

2008年 ・名古屋支店が名古屋市エコ事業所認定取得（1月）
・アイカハリマ工業㈱加西工場に排ガス処理装置1基を増設（1月）
・本社屋上に太陽光発電設備を導入（3月）
・第6回アイカグループQEO会議を開催（3月）
・愛知県と「企業の森づくり協定」の締結。森林整備活動を通じて
社会貢献（6月）
・渡辺社長が名城大学で環境経営について講演（10月）

2009年 ・甚目寺工場の重油ボイラー4基をガスボイラーへ変更（1月）
・アイカ電子㈱が岐阜県および恵那市と「環境創出協定」を
締結（2月）
・茨城工場が茨城県へ茨城エコ事業所を申請（2月）
・名古屋大学社会福祉経済学　寄附講座開設（6月）
・愛知県に「CO2排出削減マニフェスト」を登録（12月）
・仙台支店が仙台市エコにこオフィスに登録（12月）

2010年 ・アイカハリマ工業㈱加西工場に熱回収装置を導入（5月）
・アイカハリマ工業㈱本社工場に高効率乾燥炉への更新（6月）
・大阪・神戸・京都の３店所が関西エコオフィスとして関西広域連携
 協議会の登録を受ける（８月）
・メッセナゴヤ２０１０に出展（１０月）
・エコプロダクツ２０１０に出展（１２月）
・瀋陽愛克浩博化工有限公司（中国）がＩＳＯ１４００１の認証を
再取得（１２月）

2011年 ・ガンツ化成㈱丹波事業所、アイカハリマ工業㈱本社工場/
加西工場、アイカエレテック㈱、ガンツ化成㈱本社が、関西エコ
オフィスとして関西広域連携協議会の登録を受ける（２月）
・東日本大震災が発生し、その対応に奮闘する（３月～４月）
・愛知県と「企業の森づくり協定」の締結。森林整備活動を通じて
の社会貢献を継続（６月）
・甚目寺R&Dセンター屋上に太陽光発電設備を導入（８月）

2012年 ・ガンツ化成㈱丹波事業所の灯油ボイラーを
液化天然ガスボイラーへ変更（１月）

注）アイカ中国（株）は2002年10月1日からアイカ工業（株）広島工場に、大日本色材工業（株）は2005年4月1日からアイカ工業（株）茨城工場に、新川工場は2005年
7月7日から本社工場に、ガンツ化成㈱は2012年4月1日よりアイカ工業（株）丹波工場に変更になっています。

AICA Group Report 2012
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瀋陽愛克浩博化工有限公司■

愛克樹脂貿易（上海）有限公司
■ ■

昆山愛克樹脂有限公司　

マイカラミネーツ社■

インドネシア駐在事務所

アイカベトナム社

アイカインドネシア社

アイカ・ラミネーツ・
インディア社

テクノウッド社

■

■
■台湾愛克工業
　股份有限公司

タイ駐在事務所■

■

海外拠点
福島工場ガンツ化成㈱（現丹波工場）

広島工場

アイカインテリア工業㈱

アイカ電子㈱

甚目寺工場

アイカハリマ工業㈱

茨城工場

本社工場

国内生産拠点

■

■■ホーチミン駐在事務所

社 名 アイカ工業株式会社

本 社 〒452-0917　愛知県清須市西堀江２２８８番地　TEL （052）409-8000（案内）

設 立 1936年（昭和11年）10月20日

代 表 者 代表取締役社長　小野 勇治

資 本 金 ９８億９,１７０万円（２０１2年３月３１日現在）

事 業 内 容 化成品、建装材、住器建材、電子製品等の製造・販売

売 上 高
（2012年3月期）

837億９9百万円（単独）、950億71百万円（連結）

事 業 所 生産拠点 ： 6ヶ所、開発拠点 ： ４ヶ所、営業拠点 ： 国内２２ヶ所（2012年3月31日現在の当社の状況）

従 業 員 数 ９92名（単独）、１,874名（連結）（2012年3月31日現在の正社員数）

国内の主な
関 係 会 社

アイカインテリア工業株式会社、アイカハリマ工業株式会社、アイカ電子株式会社、
ガンツ化成株式会社、西東京ケミックス株式会社、アイカエレテック株式会社、株式会社アイホー
（ガンツ化成株式会社は2012年4月1日付けにてアイカ工業に吸収合併し、同社丹波事業所はアイカ工業丹波工場となりました）

海 外 の
関 係 会 社

アイカインドネシア社、テクノウッド社、昆山愛克樹脂有限公司、瀋陽愛克浩博化工有限公司、
愛克樹脂貿易（上海）有限公司、台湾愛克工業股份有限公司、アイカ・ラミネーツ・インディア社、
アイカベトナム社

●アイカグループの生産拠点

会社概要
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従業員数推移（単独・連結） 2011年度製品別売上高占有率（連結）

連結対象範囲：アイカ工業㈱、アイカインテリア工業㈱、アイカハリマ工業㈱、アイカ電子㈱、ガンツ化成㈱、アイカインドネシア社、テクノウッド社、
 西東京ケミックス㈱、昆山愛克樹脂有限公司、瀋陽愛克浩博化工有限公司、愛克樹脂貿易（上海）有限公司、アイカ・ラミネーツ・インディア社
 （現丹波工場は関係会社「ガンツ化成株式会社」として表記、集計しています。）
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＜対象範囲＞
※この報告書はアイカ工業株式会社の本社・本社工場、甚目寺工場、福島工
場、広島工場、茨城工場及び下記国内関係会社の２０１1年度（２０１１年４月
１日～２０１２年３月３１日）の活動についてまとめたもので、一部２０１２年度の
活動内容も含んでいます。ただし、対象範囲については報告内容ごとに対象
範囲を記載してあります。
アイカインテリア工業株式会社、アイカハリマ工業株式会社、アイカ電子株式会社、
ガンツ化成株式会社、株式会社アイホー
（現丹波工場は関係会社「ガンツ化成株式会社」として表記、集計しています。）
＜発行日＞
2012年９月。次回は2013年9月の発行予定です。

＜編集方針＞
※この報告書はアイカグループの環境保全活動、社会貢献活動等について、グ
ラフや写真等を使い、わかり易くお伝えすることを念頭に作成しました。対象
読者はアイカ商品を使用していただいているお客さま、取引先、投資家、事業
所周辺の住民、企業の環境・安全・品質担当者、行政の担当者、学生等の
方々です。

※色調の識別に支障がある方に配慮した配色を行っています。
※環境省「環境報告書ガイドライン（２００７年度版）」、「環境報告書の記載事
項等の手引き」、「環境報告書作成基準案」等を参考に編集しています。

セグメント名 主要品目 事業拠点

化 成 品 外装・内装仕上塗材、塗床材、
各種接着剤、有機微粒子、他

甚目寺工場、福島工場、広島工場、茨城工場、ガンツ化成㈱、西東京ケミックス㈱、
アイカインドネシア社、昆山愛克樹脂有限公司、瀋陽愛克浩博化工有限公司、
愛克樹脂貿易（上海）有限公司

建 装 材 メラミン化粧板、化粧合板 本社工場、アイカハリマ工業㈱、アイカインドネシア社、テクノウッド社、マイカラミネート社、
愛克樹脂貿易（上海）有限公司、アイカ・ラミネーツ・インディア社

住器建材 室内用ドア、インテリア建材、
カウンター、収納扉、不燃化粧材

本社工場、アイカインテリア工業㈱、アイカハリマ工業㈱、アイカインドネシア社、
愛克樹脂貿易（上海）有限公司

電 子 品 プリント配線板、電子材料 福島工場、アイカ電子㈱、アイカエレテック㈱

●事業概要
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443-5941

この社会環境報告書は、FSC の認証紙を使用しています。また、石油系溶剤を減らして植物油に置き換えたインキを使用しています。
印刷は、アルカリ性現像液やイソプロピルアルコールなどを含む湿し水が不要な、水なし方式を採用しています。
この報告書に使用された電力（使用試算量200kWh）は、グリーン電力証書が発行された自然エネルギーでまかなわれています。
（「グリーン電力証書」とは、自然エネルギーにより発電された電気の環境付加価値に対して、証書発行事業者が第三者機関
（グリーンエネルギー認証センター）の認証を得て発行するものです。）

©アイカ工業株式会社　本書に収録したものの一部または全部の無断複製・転載を禁じます。

◎お問い合わせ先◎
環境安全部
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